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はじめに 

 

近年、子どもたちを取り巻く環境は大きく変化しています。パソコンやスマートフォン等の普及に

よって、インターネットを介した時間と場所を選ばない情報発信や文字による会話が、子どもたちの

間で日常的に行われるようになりました。一方で、SNS 上での仲間外しや、個人情報の意図的な流

出など、いじめにもこれらの機器が利用されるようになり、より陰湿に、より大人から見えにくくなって

おり、学校は対応に苦慮しています。  

平成 25 年に「いじめ防止対策推進法」が施行され、国を挙げていじめ問題に対応することとなり

ました。同法でいじめの定義も改められ、被害を受けた児童生徒の保護の観点をより強化したもの

になっています。いじめが深刻化する中、子どもたちの安全・安心を守るため、早期発見、組織的

な対応、そして未然防止に係る取組の推進が求められています。 

学校においては、児童生徒がいじめに向かわないために、教師が児童生徒の様子を日々観察

し、児童生徒が発する小さなサインを見逃さないように対応を続けています。しかし、多くの児童生

徒を支援する教師にとって、このような教師主体による個別対応だけでは、いじめの未然防止は難

しい現状があります。そこで、兵庫県では「いじめを決して許さない集団づくり実践事業」を実施す

るなど、児童生徒が主体となっていじめを未然に防止するための取組が進められており、いじめを

生まない豊かな心の育成を組織的に行う必要があると考えています。  

今回、当センターでは、教員や学生による聞き取り調査や実践校における実態調査を実施しま

した。それらの結果を基に課題を整理し、子どもたちが自分を大切にし、他者と良好な関係を築き、

集団での生活を豊かにできる資質を育み、主体となっていじめを未然に防止することを目指した

「いじめ未然防止プログラム」を作成しました。  

現在、いじめ未然防止に向けて、児童生徒の関係づくりや、豊かな心を育むことをねらいとする

組織的な取組が学校ごとに行われていますが、多くの学校が、より効果的な方法を模索している状

況にあります。この「いじめ未然防止プログラム」が子どもたちの発達段階、また学校の実情に合わ

せて、幅広く活用されることを願っています。  

 

 

 

平成 27 年３月 27 日 

心の教育総合センター 

所長 松本 剛 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１章 
「いじめ未然防止プログラム」について 
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第２章 
授業プラン 
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いじめ未然防止プログラム「授業プラン」一覧表 令和３年４月現在

低学年 中学年 高学年

ストレス
マネジメント
能力

「からだとこ
ころのべん
きょう」

「10秒呼吸法
を使ったスト
レスマネジメ
ント」

「ご機嫌に過
ごすための工
夫」

「ストレスマ
ネジメント」

「自分の感情
を理解する」

「暴力につい
て考える１」

｢ストレスって
なんだろう」

セルフ
コントロール
能力

「こんなとき
どうする？」

「おおらかな
心をもとう」

「頭にきたと
きのより良い
対応」

「怒りのメカ
ニズムを理解
する」

「考え方のク
セを考えてみ
よう」

「体の感じを
言葉にしてみ
よう」

「これは、な
んでしょう」

自尊感情・
自己効力感

「自分の木」
「大切なから
だ」

「私ってどん
な人？」

「私は私が好
きです。なぜ
なら…」

「10年後の未
来日記」

「役割交換て
がみ」

「買い物に行
こう」

思いやり・
他者理解

「あいてのき
もちをかんが
えよう」

「私の大切な
仲間へ」

「友だちの良
いところ探
し」

「あったか言
葉」

「ネットによ
るいじめを防
止しよう」

「暴力につい
て考える２」

「新入生歓迎
会を成功させ
よう」

コミュニケー
ション能力

「うまく仲間
に入ろう」

「ひょっとし
てコーピン
グ」

「文字と言葉
のちがい」

「目指せ！
ほっこりクラ
ス！」

「ダイヤモン
ド・ランキン
グ」

「紙上での傾
聴・共感体
験」

「こんなとき
どうするの」

思いや考え
の表現力

「いっしょに
遊ぼう」

「おねがい」
「適切な表現
方法」

「上手に断ろ
う」

「様々な自己
表現を知ろ
う」

「絵による自
他紹介」

「うまく伝え
る方法」

仲間づくり・
絆づくりに
資する力

自治集団
づくりに
資する力

「みんなで挑
戦！」

「カラーコ
ピー大作戦」

「思いを形
に！自分たち
の目標」

「休日はどう
過ごす？」

「マナーブッ
クづくり」

「自分らしさ
とその人らし
さ」

「運動会を盛
り上げよう」

規律性

道徳性

相談・支援を
求める力

「わたしのま
わりには…」

「ねえ聞い
て」

「自らの課題
や問題を解決
する」

「安心して相
談し合える仲
間になろう」

「気持ちだけ
聞いて」

「あなたに聴
いて欲しい」

「助けてもら
おう」

この一覧表は令和３年４月現在のものです。

育
み
た
い
資
質
・
能
力

（グループワーク等による仲間づくり）

「みんなのき
もち」

「あだな」
「もしもの世
界は良い世
界？」

「オリジナル
ボールゲーム
を発明しよ
う」

「立場を替え
て感じてみよ

う」

「救える自分
になろう」

「バスに乗ろ
う」

校種 小学校 中学校
高等学校

特別支援
学校

学年 1年生　　　２年生　　　３年生
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○目標となる資質・能力 

 ストレスマネジメント能力 
○指導のねらい 

  ストレスの仕組みと対処について理解し、リラクセーション体験を行うことで、スト

レスに適切に向き合おうとする態度を育む 
○準備するもの 

  ワークシート×生徒数 
○教育課程、実施時期 

  特別活動 
○留意点など 

 体験ワークは強要しないこと 
 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入

５

分 

 

１ ストレスとは何かについて考える 

 

 

・ストレスという言葉のイメージを発

表させる 
 

展

開 

40 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ストレス場面を想起し、ワークシートを

記入し、班内で発表する 

 

 

 

３ ストレスについての理論を学ぶ 

 

４ ストレス対処法について学ぶ 

 

５ ストレス対処の体験ワークをする 

 ①イメージ呼吸法 

 ②肩のリラクセーション 

 ③簡易漸進性弛緩法 

 

６ ワークシート(4)を記入し、班内で感想を

発表し合う 

・ワークシート(1)～(3)について発表

させ、ストレスを感じる場面や状

況、またその対処法は人によって違

うことを見いださせる 
 
・教師用資料の(1)～(3)を説明する 
 
・教師用資料の(4)を説明する 
 
・動作を実演しながら解説する 
・可能な生徒は目を閉じさせる 
 
 
 
・何名かに全体に発表させてもよい 

ま

と

め 

５ 

分 

７ 本時の学習を振り返る ・心をこめて人に話を聞いてもらうこ

ともストレス対処法であることを

説明し、実践を促す 

ストレスマネジメント 

展開例 

中学校 

ストレスの対処法について考えよう 

-16- 



 
○「ストレス場面を想起し、ワークシートを記入し、班内で発表する」について 

  発表のまとめにおいて、「ストレスによる心身の反応は、心身が頑張っている大切なサ

インであり異常な反応ではない」ということを伝える。また、「ストレス反応は適切な対

処を行うことによって、軽減・解消を行うことが可能であり、その方法について考えて

みよう」と伝えて次に展開するとよい。 
○「ストレスについての理論について学ぶ」「ストレス対処法について学ぶ」について 

  前者では教師用資料の(1)～(3)、後者では(4)の説明を行う。教師用資料には学術的なス

トレス理論をまとめているが、すべてを詳細に解説する必要はない。①ストレスは、ス

トレスの原因となる出来事（ストレッサー）と、それによる心身の反応（ストレス反応）

からなる、②ストレス自体は有害なものではなく、頑張ろうとするエネルギー源でもあ

る、③ストレスをなくそうとすることではなく、うまく付き合っていこうとすることが

大切、④そのための対処法は下記のように分類される、⑤今日はとっておきの対処法を

３つ紹介する、という５点をまとめるとよい。 
＜ストレス対処法の分類＞ 
・問題焦点型対処…課題志向型 
・情動焦点型対処…感情の表出、他活動を行う、消極的試み 
※効果的なのは問題焦点型であるが、それだけでは疲弊してしまう 
※情動焦点型対処には「やりすぎてはいけない対処（ゲーム、睡眠、買い物等）

と「やってはいけない対処（暴力、八つ当たり等）がある 
○「ストレス対処の体験ワークをする」について 

教師用資料の(5)を参考に、３つの体験ワークを実施する。生徒から見える位置に教師

も座り、実演しながら解説をする。いずれも「可能ならば目を閉じてみましょう」と促

すが、決して強要はしないこと。また、体験ワークそのものに抵抗がある生徒にも、強

要せず、やらない選択を尊重すること。「肩のリラクセーション」「簡易型漸進性弛緩法」

は力を抜いたときのジワーっとする感じを十分に味あわせることがポイントとなる。

「『簡易型漸進性弛緩法』は眠れないときに布団の中で行って、力の抜けた感じを味わっ

ているとそのまま眠りに入っていきやすくなるよ」と伝える。「でも今はこのまま寝るわ

けにはいかないから…」と言い終了覚醒動作をしっかりと行わせるとよい。 
 
 
 
 

 

参考 

 

○教師用資料あり 

○参考文献 「心の健康教育プログラム」 

資料 
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ストレスマネジメント 

  年  組  番 名前： 

 

（１）あなたにとってストレスとはどんなこと？ 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ストレスがたまったときに、あなたの体や行動にどんな反応がでますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ストレスがたまったときに、あなたはどのように対処しますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

（４）ストレス対処法を体験してどのように感じましたか？ 
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教師用資料 

ストレスって何だろう？！ 

 
(1)ストレスとは？ 

＝ある物体に外から力が加わったときに生じる物体のひずみ（物理学） 

 
 生物の体で起こるストレス（セリエ） 

 ①物理化学的ストレス・・・・暑さ、寒さ、騒音など 

 ②生理的ストレス・・・・・・過労、感染など 
 ③社会的心理的ストレス・・・人間関係、挫折感、不安など 

  ＊いずれもストレッサー（外からの刺激によって起こるもの） 

 
 ストレスは必ず有害か？ → 「挑戦」のように有益な良性のストレスもある。 

                適度なストレスは必要で、大切なのはそのつきあい方。 

 
(2)ストレスはなぜ起こるのか？ 

 ①時代背景 

【学歴重視による受験競争の激化、テクノロジーの進化によるテクノストレスなど】 

②生活環境 

【育児ストレス、夫婦や親子間の不満など】 

③自信欠乏 
【セルフ・エフィカシー（自己効力感）の欠乏状態】 

④パーソナリティー（性格） 

 タイプＡとよばれる性格特性を持つ人はストレスを受けやすい。 

 タイプＡの性格特性 ・目標に向かって突き進む 

           ・認められたいという願望が強い 

           ・競争心が旺盛である 
           ・一度に二つ以上のことをする 

           ・周囲にひどく気を配る 

           ・話し方が早い 
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(3)ストレスと体の関係 

 

   
ストレス →     

 

 

                 
警告期   →     抵抗期  →   疲弊期 

 
  ＊ストレスの現れ方 ①心身症状的症状・・・高血圧、潰瘍、糖尿病など 
            ②神経症状的症状・・・不安神経症、不眠、慢性疲労感など 

            ③行動・認知障害・・・注意集中困難、知能機能低下など 

   例 糖尿病とストレス 風邪などの体調不良や夜勤などの過重労働が食事の摂取量

やエネルギーの消費量に関係なく血糖値を上げる。 

 
(4)ストレスマネジメント 

 
  ストレスへの対処法 

  ①課題志向型・・・・原因を分析し、処置する 

  ②感情の表出・・・・うっぷんばらし、アドバイスを求める 

  ③他活動を行う・・・運動や趣味などを行う 

  ④消極的試み・・・・発生源の無視 

 
  ＊二つの主要な働き ○問題焦点型の対処（ストレスの元となる環境を変える） 

            ○情緒を調整する（情緒的な苦痛を減少させる） 

 

～効果的な対処法～ 

①動作法 

 自分の体の感じに気付き、なだめていく体験 
②問題解決的アプローチ 

 具体的な解決策を考え、可能なものから少しずつ実行していく方法 

③自律訓練法・イメージ療法・交流分析法・音楽療法など 

   

反ショック相 

 
防衛反応 

ストレッサーと

生体の抵抗力と

がバランスを取

っている状態 

抵抗力下降

症状最表出、

衰弱し死に

至る 

ショック相 

体温下降 

血圧下降 

血糖値低下 
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(5)技法 
①「イメージ呼吸法」の説明内容 
 吸うが緊張、吐くがリラックスです。リラックスしたいときは、吐く息を少し長めにし
ます。息を吐くとお腹がしぼんで、息を吸うとお腹が膨らみます。 
 吐く息とともに、イライラや身体の疲れが身体の外に出て行く感じが出てくるといいで
すよ。自分のペースで、ゆっくりと息を吐いてみましょう。息を吐き切ったら、大きく、
自然に、息を吸い込みます。 
 少し止めて、ゆっくりと細く長く息を吐いていきましょう。吐く息とともに、身体の力
が抜けていく感じがいいですね。 
 
②「肩のリラクセーション」の説明内容 
 真っ直ぐな姿勢をします。肩を小さな力で、大きく高く上げていきます。思わず首や肘
に力が入っていないか点検します。もっと高く上がるかなとメッセージを送ってみてくだ
さい。そして、ストン（ゆっくり）と力を抜いていきます。まだ、真っ直ぐな姿勢です。
一仕事終えたような感じです。まだ、肩に余韻が残っているかもしれません。ふっと肩に
力が入っていた自分に気付くことができるかもしれません。そして、背もたれにもたれ、
休息の姿勢です。 
 
③「簡易型漸進性弛緩法」の説明内容 
・両手首をまげます。 

 ・両足首をまげます。他はリラックスです。 
 ・両手首に力を入れたまま、両足首の力を抜きます。 
 ・両手首の力も抜きます。 
 
 ・両手首をまげます。両足首もまげます。次に肩を開いて背中にも力を入れます。 
 ・両手、両足は力を入れたまま、肩・背中の力を抜きます。 
 ・両手首に力を入れたまま、両足首の力を抜きます。 
 ・両手首の力も抜きます。 
 
 ・両手首をまげます。両足首もまげます。肩・背中にも力を入れます。腰・お尻にも力

を入れます。 
 ・両手、両足、肩・背中の力は入れたまま、腰・お尻の力を抜きます。 
 ・背中・肩の力を抜きます。 
 ・両足首の力を抜きます。 
 ・両手首の力を抜きます。 
 
 ・両手首をまげます。両足首もまげます。肩・背中にも力を入れます。腰・お尻にも力

を入れます。最後に顔に力を入れます。奥歯をかみしめて目をギュッとつぶります。
これで、身体全部に力が入っています。 

 ・両手、両足、肩・背中、腰・お尻の力は入れたまま、顔の力を抜きます。 
 ・両手首、両足首、肩・背中の力は入れたまま、腰・お尻の力を抜きます。 
 ・肩・背中の力を抜きます。 
 ・両足首の力を抜きます。 
 ・両手首の力も抜きます。 
 
 ・全部の力が抜けました。ここからもっと力が抜けていきます。まだ、足に力が入って

いたなあとか、身体の隅々まで気持ちを向けることで、さらに力が抜けて行きます。
それを、じっくり味わいましょう。（この後、すぐに仕事や活動をしないといけない時
は、必ず「終了覚醒動作」を行う。） 

 
※「終了覚醒動作」の説明内容 
 リラックスした状態から、気持ちをはっきりさせるために行う。 
 「両手をグーパーグーパーします。次に肘をまげて伸ばして、足も伸ばせたら伸ばしま

しょう。両肘を前に突き出すか、高く上げて、はっきりと目を開けましょう。」 
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○目標となる資質・能力 

 セルフコントロール能力、ストレスマネジメント能力 
○指導のねらい 

  怒りの感情について理解し、表現の仕方によって状況が変化することに気付き、怒り

への望ましい対処法を育む 
○準備するもの 

  ワークシート×生徒数 
○教育課程、実施時期 

  特別活動、クラスの落ち着きがなくなってきたとき 
○留意点など 

 怒りの感情を否定するのではく、対処行動の在り方に目を向けさせる 
 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入

10

分 

 

１ 様々な感情の一つである「怒り」につい

てのイメージや考えを発表する 

 

・怒りについての思いを自由に発表さ

せる 

展

開 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 怒りについて自分の考えや経験をワーク

シートの１に書く 

 

３ 班で発表し合い、怒りを感じる状況が

様々であることを理解する 

 

４ ワークシートの２(1)の事例を読み、腹を

立てないためにはどう考えればよいかを考

えて記入する 

 

５ ワークシートの２(2)の事例を読み、素直

に謝ってくれるとどんな気持ちになるかを

考えて記入し、班内で話し合う 

・イメージしにくいときには具体的に

怒りを感じた場面を想起させる 
 
・なぜ怒りを感じたのか、言葉で説明

するように促す 
 
・認知（ものごとの捉え方）を変える

ことも対処法の一つであることを

気付かせる 
 
・心を込めて謝ることによって、相手

だけでなく、自分もホッとできるこ

とに気付かせる 
ま

と

め 

10 

分 

７ 本時の学習を振り返り、感想を書く ・自分の怒りの感情を理解した上で、

認知を変えることも怒りの対処法

の一つであることを理解させる 
・何名かに感想を発表させてもよい 

怒りのメカニズムを理解する 

展開例 

中学校 

怒りの感情とうまく付き合う方法を考えよう 
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○「『怒り』についてのイメージや考えを発表する」について 

  最初に喜・哀・楽についてのイメージを湧かせてから、怒りのイメージや考えを自由

に発表させるとよい。どんなときに怒りを感じるかだけでなく、怒りを感じた時にどん

なことを心でつぶやいているか、どんな言葉を発してしまうか、その時、体はどんなポ

ーズでどこに力が入っているかなど、自分の心身のようすについて具体的に想起させる。

数名とのやり取りの中で、一人ひとりに自分のイメージを持たせるようにし、次に展開

するとよい。 
○「怒りを感じる状況が様々であることを理解する」について 

  ワークシート１に書き込んだ内容を班内で発表させる。怒りを感じる状況や、そのと

きの体の変化や行動などは、様々であることに気付かせる。時間があれば、傾向ごとに

分類させ「○○タイプ」のようにグルーピングさせ、班ごとに発表させてもよい。次に

１(5)を取り上げ、「怖くなる」「嫌な気持ち」になる生徒がいることにも触れる。その際、

怒りをどんな風に表現しているとそのような気持ちになるのかを発表させ、表現の仕方

によっては相手も、周りの人も、そして自分もモヤモヤしてしまうことに気付かせたい。 

○「腹を立てないためにはどう考えればよいかを考えて記入する」について 

  ここでは、認知（物事の捉え方）の仕方によって感情が変わり、感情が変われば行動

も変わり、行動が変わればその後の状況も変わるという一連の流れをつかませたい。「走

ってる君が悪いんじゃないか！」「そっちが悪いのに拾ってくれないなんて酷いやつだ！」

などと考えた時と、「何か嫌なことがあったのかな」「下を向いて歩いていた僕も悪かっ

たな」と考えた時とで、感情がどう変わるかを考えさせる。どちらの考え方が正しいか

ではなく、考え方が違えば感情が変わることに注目させること。それぞれの場合で、自

分の気持ち、相手の気持ち、周りにいる生徒の気持ちを分けて考えさせ、それぞれその

後どんな状況になるかも予想させるとよい。 
○「素直に謝ってくれるとどんな気持ちになるか」について 

謝ってくれるとどんな気持ちになるかを考えさせる。「謝る－謝られる」という関係は、

決して勝ち負けなのではなく、お互いの怒りを鎮め、仲直りができ、それまで以上にお

互いの絆が深まることもある素晴らしい関係であることを理解させたい。その際、素直

に許し合うことができれば、謝られた方だけでなく、謝った方も晴れやかな気持ちにな

れることにも目を向けさせること。また、学習の最後に「怒りの感情が湧くのは自然な

ことであり、決して悪いことではないんだよ。だから、その気持ちを無理やり押し込め

るのではなく、その気持ちの捉え方を少し変えて、自分も相手も周りの生徒もホッとで

きる行動ができるようになりたいね」とまとめるとよい。 
 

 

参考 

 
参考文献 「心の健康教育プログラム」 

資料 
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怒りのメカニズムを理解する 

  年  組  番 名前： 

 

１ 「怒り」とは？ 

  今日は、人はなぜ怒るのだろう？ということを一緒に考えます。あなたが「怒り」に

ついて感じたり思ったりしていることを、自由に書いてみてください。 

 

 (1)怒りとは、                               。 

 

 (2)私が怒るのは、                           とき。 

 

 (3)私は怒ると、                      になる（体の変化）。 

 

 (4)私は怒ると、                        になる（行動）。 

 

 (5)私は怒っている人を見ると、                   と感じる。 

 

２ 次の場面について考えてみましょう 

(1) あなたは廊下を歩いていて、曲がり角で勢いよく走ってきたクラスメイトにぶつか

り、持っていた本やプリントを落としてしまいました。クラスメイトはあなたに向かっ

てプンプン怒って「痛い！ぼやぼやしないでよ！」と怒り、落ちた本やバラバラになっ

った本を拾わず行ってしまいました。あなたは腹を立てました。 

(2) 同じ日の放課後、ぶつかったクラスメイトがあなたのところに来て謝りました。 

「あの時はごめんね。昨日のテストが悪くてお母さんに怒られて、すごく気分が悪かっ

たの。」 

 

① (1)の時、腹を立てないために、どう考えればよいのでしょうか。 

 

 

 

② (2)の時、素直に謝ってくれるとどんな気持ちになりますか。 
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○目標となる資質・能力 

 自尊感情・自己効力感、思いやり・他者理解、コミュニケーション能力 
○指導のねらい 

ジョハリの窓を用いたワークを通して、自己への気付きを促し、自尊感情と他者理解

の気持ちを育む 
○準備するもの 

  ワークシート×生徒数 
○教育課程、実施時期 

  特別活動、２学期以降 
○留意点など 

 発表しやすい雰囲気をつくるように心掛けること 
 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入

10

分 

 

１ 生徒に、授業者の良いところを発表させ、

自分は知らない自分の存在について知る 

 

 

・生徒から指摘されて意外と感じたこ

とを例に挙げる 
 

展

開 

35 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ジョハリの窓について学ぶ 

 

 

３ ワークシートのジョハリの窓のAとCと、

班員の良いところの欄を記入する 

 

４ 班内で発表する 

①班員一人ひとりに「私は私が好きです。

なぜなら Aだからです」と言う 

②伝えた相手から「私はあなたが好きで

す。なぜなら Bだからです」と返しても

らう 

③最後に全員に「私は私が好きです。なぜ

な C だからです」と言う 

・ワークシートを配布し、ジョハリの

窓の説明を行う 

 

・秘密にしておきたいことを無理に書

かせないようにする 

 

・相手の顔を見て、聞き取りやすく話

すように指示する 

・班員に言われたことで、自分が意外

だと感じたものをBの欄に記入させ

る 

ま

と

め 

５ 

分 

５ 本時の学習を振り返る ・自己理解を深めるためには、自己開

示と他者からのフィードバックが

大切であることを伝える 

私は私が好きです。なぜなら… 

展開例 

中学校 

自分の知らない自分を知ろう 
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○「授業者の良いところを発表させ…」について 

  「自分が知らない自分」をイメージさせるために、授業者が例となる。授業者の良い

ところを何名かの生徒に発表させ、授業者が意外と感じたことを取り上げ「私にはそん

な良いところがあったんだね。自分では気づいてなかったよ。ありがとう。」と話し、導

入とする。生徒から適切な意見が出ない時には、「ある時、○○さんから～～のように言

われて…」と授業者のこれまでの経験を話してもよい。 
○「ジョハリの窓について学ぶ」について 

  ジョハリの窓とは、アメリカの心理学者ジョセフとハリーが考案した「対人関係にお

ける気付きのグラフモデル」である。A「開放の窓」、B「盲点の窓」、C「秘密の窓」、D「未

知の窓」と呼ばれ、Aの窓を大きくすることでコミュニケーションが円滑になるとされて

いる。A の窓を B 側へ広げるためには、他者からのフィードバック（指摘）、C 側へ広げ

るためには、自己開示が必要となる。 

○「ジョハリの窓の Aと Cと、班員の良いところの欄を記入する」について 

ワークシートを用いて、まず、ジョハリの窓の A と C を記入させる。短い言葉で箇条

書きに書かせるようにする。Cについては、秘密にしておきたいことは無理に書かなくて

よいことを指示しておく。次に、班員の良いところを同様に書かせる。 

○「班内で発表する」について 

ワークシートに書いたことを使って、１人ずつ展開例の①～③の手順で行い、交代し

ていく。「私は私が好きです。なぜなら…」「私はあなたが好きです。なぜなら…」とい

うセリフを必ずつけて言うようにする。最初は照れ臭いと感じるが、このセリフをつけ

ることがポイントであり、ねらいの達成度を左右する。どうしても「好きです」という

言葉が言いにくいようなら、「素晴らしいと思います」のような言葉に置き換えて行うな

どの工夫をする。 
○「本時の学習を振り返る」について 

ジョハリの窓は、A「開放の窓」を広げてコミュニケーションを円滑にするためのワー

クである。そのために自己開示と他者からのフィードバックが有効であることを、理論

的に説明する。特に、他者からのネガティブなフィードバックには耳を塞ぎたくなった

り、素直に認めたくない気持ちになったりするが、B「未知の窓」の面積を変えるために

は必要なことだと認識させる。今回のワークはポジティブなフィードバックに限定した

が、最も効果的なものはネガティブなフィードバックであり、それを素直に受け入れる

気持ちが大切であることを伝える。 

 
 
 

 

参考 

 

○参考文献「心の健康教育プログラム」 

資料 
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私は私が好きです。なぜなら… 

年   組   番 名前： 

１ ジョハリの窓で自分を見つめよう 

 自分にわかっている 自分にわかっていない 

他人がわ

かってい

る 

A B 

他人がわ

かってい

ない 

C D 

２ 班員の良いところ 

名前 良いところ 
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○目標となる資質・能力 

 思いやり・他者理解、仲間づくり・絆づくりに資する力、道徳性 
○指導のねらい 

  自分が勇気づけられた言葉を語りあうことによって、自らの成長を振り返りながら、

他者に支えられ、みんなで支え合っているという実感によって、思いやりの心を育む 
○準備するもの 

  ワークシート×生徒数、葉型の紙×生徒数、葉のない木を描いた模造紙１枚 
○教育課程、実施時期 

  特別活動、学期末や学年末及び行事の振り返りなど 
○留意点など 

 ゆったりとした静かな雰囲気の中で行えるように留意すること 
 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入

10

分 

 

１ 好きな言葉を理由とともに発表する 

 

 

・勇気づけられた言葉に限らず、自由

に発表させる 

展

開 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自分がどんな言葉によって励まされ、勇

気づけられたかを振り返る 

 

 

３ ワークシートに記入する 

 

 

４ 班内で発表する 

 

 

５ 「あったか言葉の木」を作成する 

・ワークシートにあるような具体的な

相手や状況を想起させると考えや

すい 
 
・１つでなくてもよいことを指示 
・「自分にとって」でよいことを指示 
 
・具体的な状況や理由などと共に発表

させ、必ず拍手するように指導 
 
・葉型の紙に１人１つずつ自分が体験

したあったか言葉を書いて、色を塗

る 
 

ま

と

め 

10 

分 

６ 本時の学習を振り返り、感想を書く ・何名かにあったか言葉とそのエピソ

ードを発表させてもよい 
・作成したあったか言葉の木を掲示す

ることを伝える 

あったか言葉 

展開例 

中学校 

あったか言葉で教室をあったかくしよう 
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○「好きな言葉を理由とともに発表する」について 

  ここでは人から励まされた言葉に限らず、四字熟語や漢字一文字など、自分が好きな

言葉を自由に発表させる。その際、理由を尋ねることによって「言葉には人を励ました

り勇気づけたりする不思議な力があるよね」とまとめ、次の展開に繋げていく。 
○「自分がどんな言葉によって励まされ、勇気づけられたかを振り返る」について 

  過去を振り返って自分が励まされたり、勇気づけられたりした言葉を考えさせる。ワ

ークシートにあるように、「友だち」「家族」「先生」などの相手や、「入学直後の不安な

とき」「落ち込んだ時」などの状況を具体的に想起させると出てきやすい。学年末の振り

返りで行う場合には「このクラス（学年）の仲間から」と相手を限定して書かせてもよ

い。同様に「今回の体育大会を振り返って」と題して、特定の行事の振り返りに利用す

ることもできる。 
○「ワークシートに記入する」について 

  自分にとってあったかいと感じた言葉でよく、名言や格言を求めているのではないこ

とを指示しておく。ただし、その時の状況や、その言葉を言われた時、思い出した時の

気持ちも必ず記入させる。しっかりと想起させるために、ゆったりとした静かな雰囲気

をつくることを心がけること。 
○「班内で発表する」について 

ワークシートに記入したあったか言葉と、その時の状況や理由を班員に説明させる。

一人ひとりのあったか言葉は、その人にとってとても大切な言葉であって、誰からも否

定されたり非難されたりするものではないことを予め伝えておき、１人の発表が終わる

ごとに、教えてくれた感謝の意を込めて必ず拍手などをさせるとよい。 
○「『あったか言葉の木』を作成する」について 

葉型の紙に自分のあったか言葉を書かせ、「それを言われた時の気持ちを色や模様で表

現してみよう」と言い自由に色を塗らせるとよい。完成した葉を、模造紙の木に自分で

貼らせて「あったか言葉の木」をみんなで作成する。作成した「あったか言葉の木」は

教室に掲示するなどして活用する。学年末や行事の振り返りなどの場合は「○組の木」「友

情の木」などにするとよい。また、これはあったか言葉をみんなで共有する活動の一例

であり、例えば、全員のあったか言葉を学級通信で発信したり、あったか言葉を書いた

カードを自分の机に貼らせたり、そのカードをクラス内で交換しあったりするなど、ク

ラスの状況や教師の裁量によって様々な工夫をして利用すればよい。 
 
 

 
 
 

参考 

 
参考文献 「心の健康教育プログラム」 

資料 
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あったか言葉 

  年  組  番 名前： 

 

１ 人からかけられた言葉で、自分の心が元気になったり、励まされたりした言葉を書い

てみよう。 

  ①家族、先生、友達、先輩などからかけられた言葉 

  ②体育大会や文化祭、部活動、習い事などでかけられた言葉 

  ③困った時に勇気づけられた言葉 

  ④本や新聞、テレビなどで励まされた言葉           など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 授業の感想を書きましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-30- 



 
 
 
 
○目標となる資質・能力 

 コミュニケーション能力、思いやり・他者理解、仲間づくり・絆づくりに資する力 
○指導のねらい 

  ロールプレイを通じてお互いが気持ちのよい聞き方を考えることによって、コミュニ

ケーション能力を育み、居心地のよいクラスづくりに主体的に取り組む態度を育成する 
○準備するもの 

  ワークシート×生徒数 
○教育課程、実施時期 

  特別活動、年度はじめ・クラスの落ち着きがなくなってきたとき 
○留意点など 

 スクールカウンセラーとのティームティーチング（TT）で行うことが望ましい 
 

 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入

５

分 

１ 本時の目標を知り、学習の見通しを持つ 

 

 

T SC の紹介をする 

展

開 

40 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ３人組で「もやもや」の聞き方のロール

プレイを役割交代しながら行う 

 

３ 「もやもや」の聞き方をされたときの気

持ちと、「ほっこり」な聞き方の方法を考え、

班（５～６人）で話し合う 

 

４ 「ほっこり」の聞き方で２と同じロール

プレイを役割交代しながら行う 

 

５ 班で「ほっこり」な聞き方をまとめ、ク

ラスに発表する 

 

６ 「もやもや」「ほっこり」で観察者の気持

ちの違いを考える 

 

ST ロールプレイの見本を見せる 
S 「もやもや」について説明する 
 
S 「もやもや」の時の気持ちを十分

に考えた上で、「ほっこり」な聞き

方を具体的に考えさせる 
 
S 「もやもや」の時に感じた気持ち

との違いに注目させる 
 
S 具体的な行動を聞き出す 
T 意見を板書する 
 
S 周りの人の気持ちを基に、クラス

全体を「ほっこり」にする方法を

考えさせる 
 

ま

と

め 

５ 

分 

７ 本時の学習を振り返り、感想を書く S スクールカウンセラーや相談室の

役割を紹介する 
 
※S はスクールカウンセラー、T は教

師を示している 

目指せ！ほっこりクラス！ 

展開例 

中学校 

ほっこりクラスになろう！ 
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○スクールカウンセラー（SC）とのティームティーチング（TT）について 

この授業はカウンセリング・マインドにおける「受容・共感」に基づくものである。

これはカウンセラーの基本姿勢であるため、専門家である SC と TT で行うことによって

習得度が高まると思われるが、教師のみでの実施も可能である。ただ、SCと TT で授業を

行うことによって、SCと生徒との距離が縮まり、SC に相談しやすい環境をつくることが

できるので、TT で実施することが望ましい。 

○「もやもや」と「ほっこり」について 

  話し手が、不快に感じる聞き方を「もやもや」、気持ちよく話せる聞き方を「ほっこり」

としている。下記例のような態度を生徒が発見できることを目指す。 
（例） 
「もやもや」…話し手を見ない、別の事をしながら、相槌を打たない、否定的 等 
「ほっこり」…話し手の目を見て聞く、相槌を打つ、笑顔、肯定的 等 

○ロールプレイについて 

「もやもや」と「ほっこり」で１回ずつ行う。３人組をつくり、話し手、聞き手、観

察者の役割を順番に交代する。教師の指示で１人１～２分で交代していくようにすると

よい。話し手は、聞き手の様子に関わらずテーマについて時間いっぱい話し続ける。聞

き手は、「もやもや」「ほっこり」のそれぞれの態度で聞く。観察者は、その様子を観察

して周りで見聞きしている人の気持ちを感じる。 
○展開例３の話し合いについて 

  「もやもや」の聞き方をされた時の話し手の気持ち、聞き手の態度を話し合わせ、そ

れを基に「ほっこり」の聞き方を考えさせる。目線、体の向き、表情、返す言葉等に注

目させて具体的な態度を出させる。ここで出された態度を展開例４で実施する。 
○５の話し合いについて 

  「ほっこり」のロールプレイを実施してみて、新たに気付いた態度や、話し手の気持

ちを話し合わせる。特に、「もやもや」の時との違いに注目させる。 
○「観察者の気持ちの違い」について 

  周りにいる人も、「もやもや」では不快になるし、「ほっこり」では安心できることを

感じさせる。このことを基に、みんなが「ほっこり」な聞き方を心がければ「ほっこり

クラス」になることに気付かせ、個々が主体的にクラスの雰囲気づくりに関わろうとす

る態度を養う。 
 

 
 

 

参考 

 

参考文献 「不登校予防プログラム」 

資料 
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目指せ！ほっこりクラス！ 

  年  組  番 名前： 

１ ロールプレイ 

○次の４つのうち、話しやすいものを１つ選んで、聞き手の生徒に話しましょう。 

A 私の好きなもの（食べ物、映画や音楽、スポーツ、有名人など）とその理由 

B 休日の出来事 

C 最近楽しかったこと 

D その他、話したいと思うこと 

２ ロールプレイ（１回目）をして… 

①「もやもや」の聞き方をされてどんな気持ちになりましたか？ 

 

 

 

②「ほっこり」するためには、どのように聞けばいいでしょうか？ 

 

 

 

３ ロールプレイ（２回目）をして… 

①「ほっこり」の聞き方をされてどんな気持ちになりましたか？ 

 

 

 

②「ほっこり」するための工夫で、新たに気づいたことは何ですか？ 

 

 

 

③「もやもや」と「ほっこり」で、観察者はそれぞれどんな気持ちになりましたか？ 

 

 

 

４ このワークで感じたことを書いてみましょう 
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○目標となる資質・能力 

思いや考えの表現力、コミュニケーション能力、思いやり・他者理解 
○指導のねらい 

  ロールプレイを通じてお互いが気持ちのよい断り方を体験的に学び、嫌なことを断る

ことのできる態度を育成する 
○準備するもの 

  ワークシート１・２×生徒数 

○教育課程、実施時期 

  特別活動、年度はじめ・落ち着いた生活が難しくなってきた時期 

○留意点など 

  ロールプレイを積極的に楽しめるような雰囲気になるように工夫する 
 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入 

10 

分 

１ うまく断れなかった体験を想起し、なぜ

断れないのかを考える 

 

・教員の体験談等も交えながら、うま

く断れるようになりたいという動

機付けとなるように工夫する 

展

開 

30 

分 

 

 

 

 

 

２ ３人組で事例１を用いた演習を行い、上

手な断り方を知る 

・「断る」と「断る＋感謝や謝罪」 

・「断る＋感謝や謝罪＋理由」 

 

 

３ ３人組で事例２～４を用いた演習を行

い、自ら考えた上手な断り方をロールプレ

イで実際に体験してみる 

 

４ 感じたことをグループで話し合い、全体

で発表する 

 

・役割を交代して３人全員にそれぞれ

の役割を体験させ、その役割におけ

る気持ちを感じさせる 
・実施後「＋代替案」について例示し、

３のロールプレイにつなげる 
 
・３人で事例を割り振ってワークシー

トを用いて実施させる 
 
 
・全体で何名かの感想を発表させ、両

者とも心地よいことを確認する 

ま

と

め 

10 

分 

５ 両者が心地よい断り方は大切であること

とともに、間違った誘いに対してははっき

りと断る勇気も必要であることを知る 

 

 

６ ワークシートに本時の感想を書く 

 

・断るという行動を肯定的に捉えさせ

るとともに、断られる方も相手の事

情や気持ちを理解する必要性を感

じさせるように工夫する 
 
・何名かに発表させてもよい 

上手な断り方を考えてみよう 

上手に断ろう 

展開例 

中学校 
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○本授業のねらいについて 

  本授業は、アサーティブ（主張的）に断る体験を通じて、断り方のスキルを身につける

とともに、誘いや願いを断るという行動を肯定的に捉え、断られる方にも相手の事情や気

持ちを理解する態度を育むことをねらいとしている。断り方のスキルとして本授業では

「①：断る（断る意思を伝える）」「②：感謝や謝罪（相手に感謝や謝罪をする）」「③：理

由（断る理由を説明する）」「④：代替案（できることを示す）」の４つを体験させる。 
○導入について 

うまく断れずに困った体験を生徒から引き出したり、教員自身の体験談を語ったりす

るなどして、断れなくて困る状況をしっかりとイメージさせるようにする。その上で、「な

ぜ断れないのだろうか」と問い、「自分が我慢すればいい」「相手に悪い」「嫌われるかも」

という気持ちを取り上げ、断れないときの辛い気持ちを十分に共有するなどして、上手に

断れるようになりたいという意欲を高めるようにする。 
○「事例１を用いた演習」について 

  ３人組で「断る人」「断られる人」「観察者」の役割を決め、ワークシートの事例１のセ

リフを用いてロールプレイをさせる。１人がロールプレイ１－１、１－２を行ったら役割

を交代して３人が全役割を行うようにする。全員が終わり、「断る」だけよりも「感謝や

謝罪」を加えた方がお互いに気持ちいいことを全員で確認した後、ロールプレイ２を行う。

実施前にＡさんのセリフの「断る」「感謝や謝罪」「理由」に該当する部分に下線を引かせ

る等をすると、よりセリフの意図が明確になってよい。最後に「代替案」の説明を行い、

ロールプレイ３の実施の際に加えられる人は加えてみようと呼びかける。 

○「事例２～４を用いた演習」について 

  ３人で事例２～４を分担し、それぞれ担当の事例におけるＡさんのセリフを個々で考

えさせた後、それぞれ担当者をＡさん役として事例２から順番にロールプレイを行わせ

る。「断る」「感謝や謝罪」「理由」「代替案」の全てをできるだけ入れてみるように指導す

る。また、事例４は明らかに間違った依頼であり、ハッキリと断ることも必要であること

に生徒自ら気づけるとよいが、気づけないようならば、感想の共有の際に教員から問いか

けてみるようにする。 

○まとめについて 

  生徒に感想を発表させながら、断るときには「感謝や謝罪」「理由」「代替案」などを併

せて伝えると良いこと、間違った依頼の場合はハッキリと断ることも必要であること、断

られる方も相手の事情や気持ちを理解する必要があることを全員で共有していくように

する。嫌なことでも我慢して引き受けたり、断られているのに強引に押しつけたりしない

ような、お互いが気持ちよく過ごせるクラスにしていきたいという気持ちを喚起させる

ようにする。 
 

参考 
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「上手に断ろう」 

  年  組  番 名前：       

＜上手に断るコツ＞ 

① 「断る」…断る意思をはっきりと伝える 

② 「感謝や謝罪」…誘ってくれたことへの感謝や、断ることへの謝罪を言う 

③ 「理由」…断る理由を説明する 

④ 「代替案」…他にできることを提案する 

 

１ 次の事例１を使って、ロールプレイしてみよう。 

＜事例１＞ 

 A さんは前回のテストのとき、仲の良い B さんと一緒にテスト勉強をしたが、

ついついおしゃべりが多くなりあまり勉強に集中できず、思うような点数が取

れずすごく悲しかった。今回のテストでばん回したいと思っている。 

○ロールプレイ１－１【①のみ】 

   B さん「ねえ、今回も一緒にテスト勉強しようよ。」 

   A さん「今回は無理なんだ。」 

   B さん「ええ～ なんでよ～ 一緒に勉強しようよ」 

   A さん「いやだよ。」 

   B さん「私は A さんと一緒に勉強したいのに～」 

   A さん「私はしたくない。」 

○ロールプレイ１－２【①＋②】 

   B さん「ねえ、今回も一緒にテスト勉強しようよ。」 

   A さん「え！本当！誘ってくれて嬉しいな。でも今回は無理なんだ。ごめ

んね。」 

☆１人が終わったら３人で役割を交代して行いましょう。 

☆３人とも終わったら感じたことを話し合いましょう。 

 

事例１の設定で… 

○ロールプレイ２【①＋②＋③】 

B さん「ねえ、今回も一緒にテスト勉強しようよ。」 

A さん「え！本当！誘ってくれて嬉しいな。でも今回はやめておくよ。B

さんといると楽しくてついつい勉強に集中できなくなるときが

あるんだ。今度のテストで絶対にばん回したいから、今回は一人

で勉強してみるよ。ごめんね。」 

（ワークシート１） 
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２ 次の事例２～４を使って、ロールプレイしてみよう。 

＜事例２＞ 

 A さんは、なんだか今日は家でゆっくりとくつろぎたい気分だった。 

○ロールプレイ３－１【①＋②＋③＋④】 

   B さん「ねえ、今日学校終わったら一緒に遊ぼうよ。」 

   A さん①「                          」 

      ②「                          」 

      ③「                          」 

      ④「                          」 

   ①～④を合わせて話し言葉になるようにしましょう 

  「 

                          

                                  」 

＜事例３＞ 

 A さんは、スマホの SNS で返事をすぐにすることに疲れを感じていた。 

○ロールプレイ３－２【①＋②＋③＋④】 

   B さん「ねえ、SNS の返事はすぐに返してよ。」 

   A さん①「                          」 

      ②「                          」 

      ③「                          」 

      ④「                          」 

   ①～④を合わせて話し言葉になるようにしましょう 

  「 

                          

                                  」 

＜事例４＞ 

 A さんは、夏休みの宿題を一生懸命頑張って全部やり終えた。 

○ロールプレイ３－３【①＋②＋③＋④】 

   B さん「ねえ、夏休みの宿題写させてよ。」 

   A さん①「                          」 

      ②「                          」 

      ③「                          」 

      ④「                          」 

   ①～④を合わせて話し言葉になるようにしましょう 

  「 

                          

                                  」 
☆事例２～４を３人で分担して、担当の事例について A さんの断り方を記入しましょう。 
☆それぞれの担当者が A さん役となって、事例２から順番にロールプレイしましょう。 
☆３人とも終わったら感じたことを話し合いましょう。 
 

３ この授業を終えて、感じたことや思ったことを裏に書きましょう。 

（ワークシート２） 
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○目標となる資質・能力 

自治集団づくりに資する力、思いや考えの表現力、コミュニケーション能力 
○指導のねらい 

 集団決定の方法を学ぶグループワーク。相手の意見を尊重し、少数意見にも配慮しつつ、

折り合いを付けながら合意形成（コンセンサス）を図ることで、自治的な話し合い活動を

尊重しようとする態度を育む 
○準備するもの 

  ワークシート（２枚）×生徒数、カード（17枚）×グループ数、解答×グループ数 

○教育課程、実施時期 

  特別活動、学級会のオリエンテーションなど自治的な話し合い活動を行うとき 

○留意点など 

  多数決や諦めではなく、話し合って合意することに留意する    

 学習活動 指導上の留意点 

導

入 

５ 

分 

１ 本時の学習を知り、見通しを持つ 

 

・話し合いをして全員で決めるときに大切な

プロセスについて学ぶことを伝える 

展

開 

40 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ゲームの説明を聞く 

 

 

 

 

 

３ 自分の意見をもつ 

 

 

 

４ グループの意見を決める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ グループの意見を発表し、解答を

知る 

 
・課題を提示し、全員で確認させる 
・ワークシートを配布し、言葉の意味が分か

らない場合の質問にのみ答える 
・イメージしにくい生徒にはカードを見るよ

うに伝える 
 
・ここでは他の人と相談しないよう注意する 
・時間内に１位から 17位を付けられるよう、

机間指導をしながら声かけをする 

 
・合意形成による話し合いで大切にすること

を確認する 
・グループ全員の意見（順位）を交流し合う 
・作業時間（終了時間）をあらかじめ伝え、

黒板等に分かりやすく表示する 
・教員はファシリテーター役として時間管理

を行いながら、グループ活動で望ましい言

動があれば随時全体に知らせ、子どもに新

たな視点や気付きを与える 
 
・理由を説明しながら発表し、グループの結

論を出した過程やエピソードなども発表

させる 
ま

と

め 

５ 

分 

６ 学習を通して自分がどのように関

わり、メンバーがどのような働きを

したかについて、気づいたこと、考え

たことを振り返り、感想をワークシ

ートに記入する 

・時間があれば、グループ内で交流させる 
・一人で考えたときよりもグループで考えた

方が様々な視点で物事を考えることがで

きると知らせ、物事を決める際には全員で

話し合い、全員で決めることが大切である

と伝える 

休日はどう過ごす？ 

中学校 

一人一人の力を合わせて、グループの力をためそう 

展開例 

【課題】 
18 才から 24 才の若者に「休みの日をどのよ

うに過ごすことが多いですか」と聞きまし

た。１から 17 位まで順位を予想しましょう。 

【合意形成（コンセンサス）】 
❶全員の考えを最後まで聞く 

❷違う考えを否定しない 

❸多数決では決めない 

❹少数意見は貴重なのでよく聞く 

❺強く意見を言う人の言いなりにならない 

❻意見を聞いてなるほどと思ったら自分の

考えを変える 
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○「集団決定の方法を学ぶグループワーク」について 

本授業案の目的は、与えられた課題について話し合い、意見を重ねる中でグループ全員

の合意形成を得ることにある。互いに自分の意見を言い合えることができ、仲間の意見も

しっかりと聞かなければ、グループの意見をまとめることは困難となる。課題についてグ

ループで合意し決定する過程で、自分やメンバーがどのような役割でどのような働きを

したかを振り返ることで、グループの成長を目指すねらいがある。 

○「自分の意見をもつ」について 

合意形成を促すには、各自が自分の意見を持っていることが重要となる。そのため、時

間内に全員が記入できるよう声かけを行う。順位を決定した理由も考えさせることで、そ

の後のグループの意見を決める際に、合意形成しやすくなる。今回設定した課題は「若者

の休日の過ごし方」に対する調査である。附属のカードは、質問がイメージしにくい生徒

にはカードのイラストを見て理解を促すこともでき、その後の合意形成の過程でも活用

できる。ただし、カードを用いなくても、本授業案は実施可能である。 

○「グループの意見を決める」について 

グループの意見を決める際の約束として、①から⑥までの内容を確認しておく。少数派

の意見に耳を傾けたり、相手の意見を受け入れたりする態度の育成、集団に主体的に関わ

る態度などを育むねらいがある。合意形成は、順位を出すという結論そのものではなく、

話し合いの過程や話し合う態度に意味があるので、十分な時間を確保する。ただし、合意

形成を行う際に大切なことは時間制限を設けることである。時間内に結論を出すことで、

妥協点を見つけたり、折り合いを付けたりするのに有効な手立てとなる。 

また、教員はファシリテーター役として、時間管理と活動の支援を行う。具体的には、

「まだ○つしか決まっていませんが間に合いますか」「あと５分です」などの時間に関す

る声かけと、「全員の意見を聞くように声かけをしているグループがあります」「他の人の

意見を聞いて、なるほどと納得した人がいます」など、各グループでの望ましい言動を全

体に知らせることで、新たな視点や気付きを促す役割がある。なお、制限時間については、

必ず時間を守らせることが重要となる。時間切れで答えが出ない場合もあるが、話し合い

のプロセスや態度について気付かせることがねらいであるため、答えが出なかった経緯

について考えさせる機会にもなる。 

○「グループの意見を発表し、解答を知る」について 

グループで決定した順位を理由と共に発表させる。結論を出す際に苦労した点や工夫

した点についても発表させることで、合意形成を図る際のグループとしての気付きを促

したい。なお、グループの決定した順位については、黒板等に記入し、各グループの違い

や正解との差を比較すると良い。時間があれば、正解との差を計算して、より正解に近い

グループを共有したり、他の国と比較させたりすることもできる。 

○「振り返り」について 

振り返りの際には、個人の視点と集団の視点とを考えさせる。本授業案はより正解に近

いグループを共有することが目的ではなく、自分がどのように関わっていたのかを振り

返らせることで、人との接し方の癖について考えるきっかけになる。例えば、明確な理由

を持っていたにも関わらず、積極的に話さなかったために、グループの予想と正解との誤

差が大きい場合、その原因に気付かせ、今後どのようにすれば良いかについて考えさせた

い。集団の視点については、良い点に目を向けさせることで、丁寧に話を聞き、その意見

を全員で吟味すること、そして、全員が納得することの大切さについて気付かせたい。振

り返りの手順としては、附属のワークシートの破線部までを記入させ、交流させた後に、

合意形成を行う上での気付きを書くことが望ましい。 

なお、本授業案の課題については、様々な設定が考えられる。例えば、学級内で「学級

の思い出」「好きな給食」等をあらかじめランキングを取っておき、その順位を予想する、

あるいは、「非常持ち出し袋に入れるアイテム」「雪山登山に持っていくもの」等、正解の

ないテーマで考えることもできるので、工夫されたい。 
 
 
 

 
○「楽しく豊かな学級・学校生活をつくる特別活動 中学校編」（文部科学省） 
○「第８回世界青年意識調査」（内閣府） 

資料 

参考 
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休日はどう過ごす？ 

   年  組  番 名前          

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 自分の予想 グループの予想 

① 特に何もしないで寝ころがって過ごす   

② テレビや雑誌を見てのんびりする   

③ 友だちと一緒に過ごす   

④ 恋人と一緒に過ごす   

⑤ 家族と一緒に過ごす   

⑥ 読書をしたり音楽を聴いたりする   

⑦ ピアノやギターなどの楽器を演奏する   

⑧ 料理や工作など趣味を楽しむ   

⑨ ショッピングを楽しむ   

⑩ スポーツ観戦や映画鑑賞をする   

⑪ スポーツをして楽しむ   

⑫ ハイキングやドライブに出かける   

⑬ 奉仕活動や宗教活動に参加する   

⑭ トランプやテレビゲームなどをする   

⑮ カラオケなど娯楽施設で過ごす   

⑯ パソコンやインターネットを使う   

⑰ 勉強する   
    

 2007 年の調査です。当時 18 才から 24 才の若者に聞きました。 

「あなたは休みの日をどのように過ごすことが多いですか。下の項目から、いくつでも選んでく

ださい」 

さて、１番多く選ばれた項目はどれでしょうか。予想した順位を「１」から「17」まで表に記入

してみましょう。 

【話し合いを進めるときの約束（合意形成のルール）】 

❶ 全員の考えを最後まで聞く ❷ 違う考えを否定しない ❸ 多数決では決めない 

❹ 少数意見は貴重なのでよく聞く  ❺ 強く意見を言う人の言いなりにならない 

❻ 意見を聞いてなるほどと思ったら自分の考えを変える 
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休日はどう過ごす？ 

   年  組  番 名前          

 

自分を振り返ってみましょう 

今日の自分を振り返り、一番合う部分に○を付けましょう 
よく 

できた 
できた 

あまり

できな

かった 

できな

かった 

① 自分の意見をもつことができましたか     

② グループの中で進んで意見を言えましたか     

③ 仲間の意見を進んで聞こうとしましたか     

④ グループの中で自分の意見は生かされましたか     
 

上の振り返りを参考に、自分はどのように話し合いに参加したかを書きましょう。 

 

 
 

これから話し合いの際にはどのように参加したいか書きましょう。 

 

 

 

グループを振り返ってみましょう 

グループでの活動を振り返り、当てはまる人を書きましょう。 

（自分の名前を入れても構いません。） 

 

① 意見をまとめようとしていたのは誰ですか さん 

② たくさん意見を出した人は誰ですか さん 

③ みんながなるほどと思った意見を出した人は誰ですか さん 

④ 他の人の意見をほめた人は誰ですか さん 

⑤ 仲間の意見をしっかりと聞いていた人は誰ですか さん 

⑥ グループのために働いていた人は誰ですか さん 

 
 

話し合いをする中で、今日の授業で気付いたこと、考えたことを書きましょう 

 

 
 

【振り返りシート】 
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①
 

②
 

③
 

④
 

⑤
 

⑥
 

⑦
 

⑧
 

⑨
 

⑩
 

⑪
 

⑫
 

⑬
 

⑭
 

⑮
 

⑯
 

⑰
 

 

特
に

何
も

し
な

い
で

 

寝
こ

ろ
が

っ
て

過
ご

す
 

テ
レ

ビ
や

雑
誌

を
見

て
 

の
ん

び
り

す
る

 

友
だ

ち
と

 

一
緒

に
過

ご
す

 

恋
人

と
 

一
緒

に
過

ご
す

 

家
族

と
 

一
緒

に
過

ご
す

 

読
書

し
た

り
 

音
楽

を
聴

い
た

り
す

る
 

ピ
ア

ノ
や

ギ
タ

ー
な

ど
 

の
楽

器
を

演
奏

す
る

 

料
理

や
工

作
な

ど
 

趣
味

を
楽

し
む

 

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

を
 

楽
し

む
 

ス
ポ

ー
ツ

観
戦

や
 

映
画

鑑
賞

を
す

る
 

ス
ポ

ー
ツ

を
し

て
 

楽
し

む
 

ハ
イ

キ
ン

グ
や

 

ド
ラ

イ
ブ

に
出

か
け

る
 

奉
仕

活
動

や
 

宗
教

活
動

に
参

加
す

る
 

ト
ラ

ン
プ

や
テ

レ
ビ

 

ゲ
ー

ム
な

ど
を

す
る

 

カ
ラ

オ
ケ

な
ど

 

娯
楽

施
設

で
過

ご
す

 

パ
ソ

コ
ン

や
イ

ン
タ

ー
 

ネ
ッ

ト
を

使
う

 

勉
強

す
る
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休
日

は
ど

う
過

ご
す

？
 

 2
0

0
7

年
の

1
8

才
か

ら
2

4
才

の
若

者
の

「
休

日
の

過
ご

し
方

」
は

下
の

表
の

よ
う

な
結

果
で

し
た

。
予

想
は

当
た

っ
て

い
ま

し
た

か
？

 
 

項
目

 
日

本
 

日
本

 

（
男

性
）

 

日
本

 

（
女

性
）

 
韓

国
 

ア
メ

リ
カ

 
イ

ギ
リ

ス
 

フ
ラ

ン
ス

 

①
 
特

に
何

も
し

な
い

で
寝

こ
ろ

が
っ

て
過

ご
す

 
④

  
32

.9
％

 
34

.2
％

 
31

.7
％

 
26

.0
％

 
②

  
 5

2.
1％

 
32

.0
％

 
33

.6
％

 

②
 
テ

レ
ビ

や
雑

誌
を

見
て

の
ん

び
り

す
る

 
②

  
 5

2.
4％

 
50

.6
％

 
54

.2
％

 
③

  
43

.0
％

 
③

  
49

.2
％

 
②

  
 4

6.
6％

 
36

.5
％

 

③
 
友

だ
ち

と
一

緒
に

過
ご

す
 

①
  

 6
4.

1％
 

64
.7
％

 
63

.6
％

 
①

  
 6

6.
3％

 
①

  
 6

3.
2％

 
①

  
 6

1.
8％

 
①

  
 7

2.
6％

 

④
 
恋

人
と

一
緒

に
過

ご
す

 
⑨

  
 2

8.
2％

 
27

.0
％

 
29

.3
％

 
28

.5
％

 
42

.0
％

 
36

.7
％

 
③

  
46

.1
％

 

⑤
 
家

族
と

一
緒

に
過

ご
す

 
⑥

  
 3

1.
9％

 
20

.6
％

 
42

.9
％

 
25

.8
％

 
47

.1
％

 
40

.8
％

 
42

.1
％

 

⑥
 
読

書
を

し
た

り
音

楽
を

聴
い

た
り

す
る

 
④

  
32

.9
％

 
31

.6
％

 
34

.2
％

 
19

.0
％

 
32

.3
％

 
28

.0
％

 
41

.9
％

 

⑦
 
ピ

ア
ノ

や
ギ

タ
ー

な
ど

の
楽

器
を

演
奏

す
る

 
⑮

 
  

8.
5％

 
9.

9％
 

7.
2％

 
5.

0％
 

9.
1％

 
5.

2％
 

8.
5％

 

⑧
 
料

理
や

工
作

な
ど

趣
味

を
楽

し
む

 
⑯

  
  

6.
1％

 
3.

3％
 

8.
9％

 
16

.4
％

 
21

.1
％

 
13

.7
％

 
11

.2
％

 

⑨
 
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
を

楽
し

む
 

③
  

 3
7.

1％
 

25
.8
％

 
48

.0
％

 
18

.1
％

 
39

.2
％

 
③

  
41

.0
％

 
28

.0
％

 

⑩
 
ス

ポ
ー

ツ
観

戦
や

映
画

鑑
賞

を
す

る
 

⑧
 

 2
9.

8％
 

30
.7
％

 
29

.0
％

 
40

.7
％

 
39

.7
％

 
28

.5
％

 
26

.6
％

 

⑪
 
ス

ポ
ー

ツ
を

し
て

楽
し

む
 

⑪
  

 2
0.

6％
 

29
.9
％

 
11

.4
％

 
18

.8
％

 
22

.7
％

 
24

.3
％

 
30

.9
％

 

⑫
 
ハ

イ
キ

ン
グ

や
ド

ラ
イ

ブ
に

出
か

け
る

 
⑫

  
 1

8.
4％

 
19

.3
％

 
17

.6
％

 
5.

6％
 

20
.2
％

 
9.

9％
 

6.
9％

 

⑬
 
奉

仕
活

動
や

宗
教

活
動

に
参

加
す

る
 

⑰
 

 
1.

7％
 

1.
1％

 
2.

4％
 

11
.8
％

 
13

.2
％

 
2.

9％
 

1.
9％

 

⑭
 
ト

ラ
ン

プ
や

テ
レ

ビ
ゲ

ー
ム

な
ど

を
す

る
 

⑭
  

 1
0.

1％
 

14
.7
％

 
5.

6％
 

6.
4％

 
24

.4
％

 
15

.5
％

 
14

.1
％

 

⑮
 
カ

ラ
オ

ケ
な

ど
娯

楽
施

設
で

過
ご

す
 

⑩
  

 2
0.

9％
 

23
.8
％

 
18

.1
％

 
8.

9％
 

9.
0％

 
8.

3％
 

1.
4％

 

⑯
 
パ

ソ
コ

ン
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

使
う

 
⑦

 
 3

1.
8％

 
34

.0
％

 
29

.7
％

 
②

  
 5

5.
6％

 
39

.1
％

 
28

.4
％

 
②

  
 4

7.
5％

 

⑰
 
勉

強
す

る
 

⑬
  

17
.8
％

 
19

.0
％

 
16

.7
％

 
15

.6
％

 
24

.7
％

 
7.

9％
 

16
.0
％

 
 

出
典

：
内

閣
府

「
第

８
回

世
界

青
年

意
識

調
査

」（
20
0
9
年

）
 

参
考
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○目標となる資質・能力 

 規律性、道徳性、自治集団づくりに資する力、思いやり・他者理解 
○指導のねらい 

  みんなが楽しめるようなルールを考えることによって、自治集団に必要な弱者へ配慮

する心、みんなが楽しめることへの価値感を育む。 
○準備するもの 

  ワークシート×生徒数、ボール数種類×班に１～２個、小型のホワイトボード×班数 
○教育課程、実施時期 

  保健体育・特別活動 
○留意点など 

 クラス全員の身体能力などの特性がお互いにわかりあえた上で行うこと 

 

※２コマ分の授業としているが、実情に合わせて工夫して行う 

 

 学習活動 指導上の留意点 

導

入

5

分 

 

１ 本時の目標を知り、学習の見通しを持つ 

 

 

・このクラスのみんなが楽しいと思え 
ることの素晴らしさを伝える 

 

展

開 

① 

45 

分 

 

 

 

２ 「ボール投げゲーム」の基本ルールの説

明を聞き、班内で基本ルールで行う 

 

３ みんなが楽しめるルールを、試行錯誤し

ながら班で話し合う 

 

 

４ 決まったルールをホワイトボードに書

き、班ごとに発表する 

・１班男女混合６名程度 
・班に１～２個のドッジボール 
 
・配慮が必要な生徒や、ボール投げが

苦手な生徒など、みんなが楽しめる

ルールを考えさせる 
 
・ルール設定の理由を重要視する 

展

開

② 

40 

分 

５ 班ごとにルールの手直しをする 

 

６ 手直ししたルールを発表し、全員でその

ルールにしたがってやってみる 

・他の班の発表を参考にさせる 
 
・工夫されている点を探させる 
 

ま

と

め 

10 

分 

７ 生活においてもみんなが楽しめるルール

づくりが大切であることを知る 

 

８ 本時の学習を振り返り、感想を書く 

・「楽しい」という価値観を増やすこ

とを強調する 
 
・書くとしているが、状況に応じて、

発表としてもよい 

オリジナルボールゲームを発明しよう 

展開例 

中学校 

みんなが楽しめるルールを考えよう 
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○「ボール投げゲーム」について 

  １対１で対戦し、ボールを交互に投げ合って、落としたら負けという簡単なゲーム。

下記を基本ルールとして生徒に説明するが、とくに決まったルールがあるわけではない

ので、実情に合わせてアレンジしたものを基本ルールとしてもよい。 
 （基本ルール） 

①５メートルほど離れて向き合って立つ。 
②ドッジボールを使用し、下から両手で相手に投げる。相手が取れない位置へボール

を投げた場合は、相手ボールとなる。 
③相手は両足を地面から離さずに、両手でボールをとる。 
④「片手でとる」「両手をクロスしてとる」「片手に足をかけてとる」と、チャンスボ

ールとなり、相手に１歩近づいて投げることができる。 
○「ルール設定」について 

  ワークシートに基づいて、ルールを設定させる。下記の項目以外の設定も考えさせ、

空欄の箇所に記入させるとよい。多種多様なボールが準備できれば、生徒の発想はより

広がる。 
（ルールの設定例） 
・ボールの種類…ソフトバレーボール、ボール型のクッションなど 
・離れる距離…ボール投げが苦手な生徒には近い方がよいが、近すぎるとボールを

とることが難しくなる 
・投げ方…ワンバウンド、転がすなど 
・禁止すること…顔に投げる、ボールを回転させる、投げるフリをするなど 
・勝敗のつけ方…ハンデ（２回落としたら負けとするなど）をつけるなど 

○「楽しいという価値観を増やすこと」について 

  運動が得意な生徒にとっては、「みんなが楽しめる」ルール設定では物足らず、不満が

出ることが予想される。そんなときは、厳しいルール設定の方が楽しいという意見を否

定するのではなく、「『楽しい』にも色んな種類があって、どれも素晴らしいんだよ。た

くさんの種類の『楽しい』を感じられるともっともっと楽しくなるよね」というように

生徒の思いを大切にしながら受け止めたい。集団や場のルールを重んじ、自分の価値観

との差があるものにも理解を示し、順応できる態度を養いたい。 
○授業後の発展について 

  この授業の目的は、自分たちの力で、みんなのためのルールづくりをすることによっ 
て、弱者を含めたみんなが楽しめるとはどういうことかを実感させることにある。そこ 
で、クラス全体で１つのオリジナルルールを決定し、そのルールでゲーム大会を生徒主 
体で行わせ、感想を共有するなどして、「自分たちで作った！自分たちで楽しめた！」と 
いう実感が増すような発展が期待される。 

参考 
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オリジナルボールゲームを発明しよう！ 

組  班 名前 

ゲーム名 
 

 
考えたルール 理 由 

ボールの

種類 

  

離れる距

離 

  

投げ方   

チャンス

ルール 

  

禁止する

こと 

  

勝敗のつ

け方 

  

   

   

みんなに

伝えたい

こと 
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○目標となる資質・能力 

相談・支援を求める力、思いやり・他者理解、コミュニケーション能力 
○指導のねらい 

  相談をすることができない人の気持ちを考え、全員で共有し、「安心できる聴き方」を

学ぶ事によって、悩みを相談しやすい温かな雰囲気を醸成する 
○準備するもの 

  ワークシート×生徒数、資料×グループ数、カード（B6 程度）×生徒数 

○教育課程、実施時期 

  特別活動、年度はじめや「ひょうごっ子悩み相談カード」の配布時 

○留意点など 

  「目指せ！ほっこりクラス！」を事前に実施しておくと、より理解が深まる 
 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入 

10 

分 

 

１ 悩みがあるときの対処法を発表し、「相談

する」対処法の良いところを考える 

 

・意見の中から「相談する」を焦点化

し、良いところをグループで話合わ

せ、発表させる 

展

開 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ グラフを見て気づくことを考え、相談し

ない人の中には相談したくてもできない人

がいることに気づく 

 

 

 

３ 相談できない人の気持ち（相談できない

理由）を考え、グループで話し合い、全体

に発表する 

 

 

４ 安心して相談し合える仲間になるために

はどうすればよいかを考える 

 

５ 「安心できる聴き方」と相談機関につい

て知る 

・グループで気づくことを話し合わせ

た後に発表させる 
・相談したくてもできない人がいるこ

とに気づかせ、一人で悩んでいる状

況を想起させる 
 
・個人でワークシート１（２）に書か

せた後にグループ内で共有させる 
・相談することへの不安をできるだけ

多く発表させる 
 
・書かれた意見を見ながら、「聴き手

の受容的態度」が大切だとまとめる 
 
・教員が実演しながら示す 
・自治体等の相談機関を紹介する 

ま

と

め 

10 

分 

６ ワークシート１（３）に記入する 

 

 

 

７ 本時の感想を書く 

・何名かに発表させ「そんな言葉が行

き交うクラスにしようね」とまとめ

る 
 
・何名かに発表させてもよい 

安心して相談し合える仲間になろう 

展開例 

中学校 

「安心して相談し合える仲間」について考えよう 
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※｢教師用補足資料｣も参照すること 
○導入について 

  悩みがあるときの対処法を何名かに発表させ、一つ一つの意見を肯定的に受容したの

ち、本時のねらいとなる「相談する」に焦点化していく。「相談する」という対処法の良

いところをワークシート１（１）に記入、発表させて、人に「相談する」ことは決して

後ろ向きな対処法ではないことを全体で確認する。その際、相談せずに一人で解決しよ

うと頑張ることも素晴らしいことだということを全員で共通理解することが大切である。 
○「相談しない人の中には相談したくてもできない人がいることに気づく」について 

  資料の２種のグラフから実施しやすいと思われる方を使用し、グループに 1枚配付し、

気づいたことを自由に意見交流させる。多くの中学生が身近な人に相談しているという

こと、その他にも相談相手は色々といるということ等に気付けると相談動機の活性化に

繋がる。生徒とのやりとりの中で「誰にも相談していない」人がいることに注目させ、「相

談していない人」の中には相談したくてもできない人がいることに気づかせ、「どうして

相談できないのだろうか。」と問いを投げかけて、次の展開に繋げるとよい。 

○「相談できない人の気持ちを考え…」「安心して相談し合える仲間になる…」について 

  相談できない人の気持ちになって考えさせるように心掛ける。「①大した悩みじゃない

と笑われそう」「②思いや考えを否定されそう」「③真剣に考えてくれなさそう」「④内緒

にしたいこともあるので言いにくい」「⑤逆に噂が広まってしまうかも」「⑥何も解決で

きなさそう」などの意見が予想される。出た意見を黒板に書いて、あらためて全体で相

談できない人の気持ちを共有する。その上で、それぞれ逆説の言葉（例：①大した悩み

じゃないと笑ったりしない）に換えていき、「聴き手の受容的態度（①～③）」「聴き手の

信頼感（④～⑥）」があれば相談しやすくなるようだねと整理していく。 
○「『安心できる聴き方』と相談機関について知る」について 

  ワークシート２を用いて、「安心できる聴き方」を教員が一つ一つ実演しながら説明す

る。時間があれば、これらの方法を使って実際にロールプレイさせるとなおよい。また、

事前に「目指せ！ほっこりクラス！」を実施している場合は、内容を関連付けて指導す

ると理解がより深まる。最後に、「どうしても相談しにくい人は、相談機関に電話してみ

るのもいいよ」と相談機関を紹介する。ワークシートには「ひょうごっ子悩み相談セン

ター」のみを記載しているが、地域等の他の相談機関も合わせて紹介するとよい。 
○ワークシート１（３）について 

  一人で悩みを抱え込んでいる人が「言われると嬉しい」と思う言葉を書かせる。これ

を B6サイズ程度のカードに書かせてクラス掲示に利用すると、この授業内容を生かした

クラスの雰囲気づくりへの効果がさらに期待できる。 

 
 
 

参考 

 

参考文献 「自殺予防に生かせる教育プログラム」 

資料 
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安心して相談し合える仲間になろう 
 

  年  組  番 名前：        

 

（１）悩みがあるとき、人に「相談する」良いところを書きましょう。 

 

 

 

 

 

（２）相談できない人の気持ち（相談できない理由）を考えて、書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）一人で悩みを抱え込んでいる人が「言われると嬉しい」と思う言葉を書

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）授業の感想を書きましょう。 

 

 

 

 

 

（ワークシート１） 
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「安心できる聴き方」 
 

相談をされたときの心構え 

 ・「あなた」だから相談してきたのです。真剣に向き合いましょう。 

 ・ゆったりとした気持ちで、しっかりと「聴こう」。 

  （自分より相手の人にたくさん話をしてもらえるようにしよう） 

 ・相手の立場に立って、気持ちを受け止めてあげよう。 
 

こんな感じで聴こう 

 ①しっかりと相手を見て、うなずきながら聴く 

 ②あいづちを打つ「うんうん」「なるほどね」 

 ③話される言葉を繰り返す 

   話し手「Ａ子たちが私のことを無視するの」 

   聴き手「Ａ子たちが無視するんだね」 

 ④辛い気持ちや悲しい気持ち、その理由を言ってあげる 

  「○○ちゃんは、Ａ子たちに無視されていることがとても悲しいんだね」 

 ⑤それが事実や正解かどうかではなく、まずは、相手が感じていることを受

け止めてあげる 

   話し手「私はみんなに嫌われてると思うの」 

   聴き手「○○ちゃんは、みんなに嫌われているように感じるんだね」 
 

相手にしてあげてほしいこと 

 ・「アドバイスしてあげよう」「解決してあげよう」などと、「私が何とかして

あげなければ！」と思わなくてもいいのです。ぜひとも、『一緒に悩んで』

あげてください。どうすればいいかを『一緒に考えて』あげてください。 

 ・２人でも解決が難しいときは、解決できる人（先生や保護者などの大人、

電話相談など）のところに一緒に行ってあげてください。 

 

 

 

 

 

 

電話相談「ひょうごっ子悩み相談センター」 

     0120-0-78310
な や み い お う

（通話料無料・携帯電話利用可） 

       ※24 時間利用できます 

（ワークシート２） 
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（補足）本授業の展開について 

 

○導入における留意点 

本授業は、相談したくてもできない人の立場に立って、その人の気持ちを実感する体験

から、相談しやすい仲間づくりを目指すものである。導入では、悩みがあるときの対処法

を発表させながら、「相談する」の対処法に焦点化していき、「相談する」ことの良いとこ

ろを発表させることで、「相談する」という対処法の有効性を感じさせるようにする。ただ

し、敢えて相談せずに一人で解決しようと頑張ることも素晴らしいことだということをし

っかりと導入段階で共通理解させるように留意する必要がある。その上で、「相談したくて

もできない人」の存在を認識させるようにする。 

○グラフの利用について 

使用するグラフは２種類用意している。１つは、文部科学省の「平成 27年度児童生徒の

問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」によるものであり、「いじめられた児童生徒

の相談の状況（中学生）」を示したもので、いじめの相談に特化したデータである。もう１

つは、一般社団法人中央調査社が文部科学省委託研究として高校１年生を対象に実施した

「家庭や学校における生活や意識等に関する調査―学校から社会・職業への移行に係る縦

断調査の実現可能性調査―調査研究報告書」（平成 27年２月）によるものであり、「悩みや

不安について相談するのは誰か」を示したもので、全般的な悩みや不安を対象としたデー

タである。授業の実施対象となる生徒の様子、授業者の思いや考え、実施のしやすさなど

で、どちらかを選択して使用するとよい。どちらを選択したとしても、まずは「身のまわ

りには色々な相談相手がいる」ということ、「たくさんの人が相談をしている」ということ

等に気付かせた後に、「誰にも相談していない人」の存在に目を向けさせるという流れは同

様である。 

○「安心できる聴き方」の指導について 

本授業をより効果的に展開するためには、実際に「安心できる聴き方」を生徒にロール

プレイをさせて体験的に実感させたいところである。しかし、ロールプレイには多くの時

間を要するため、実施するとなるとその前後の活動時間がどうしても短くなる。本授業の

第 1のねらいは、「相談したくてもできない人」の気持ちをしっかりと考え、その人に積極

的に寄り添える態度を育むことである。このねらいを鑑み、本授業案ではグループで協議

する時間を十分に確保する授業展開とするためロールプレイはしない展開となっている。

よって、教員がワークシートを用いて「安心できる聴き方」を説明する際は、生徒を交え

た実演を盛り込む等、具体的な聴き方をイメージしやすい工夫を施して欲しい。 

このような理由から、できれば、ロールプレイを通して聴き方の違いによる感じ方の違

いを体験する「目指せ！ほっこりクラス！」を事前に実施しておくことが望ましい。また、

２コマでの実施が可能であるならば、本授業にロールプレイを追加して実施できるとなお

よい。 

教師用補足資料 
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○目標となる資質・能力 

 ストレスマネジメント能力、思いや考えの表現力、思いやり・他者理解 
○指導のねらい 

  感情について目を向け、感情を言葉で表現することの大切さを理解し、自他の感情を

主体的に理解しようとする態度を育む 
○準備するもの 

  ワークシート×生徒数 
○教育課程、実施時期 

  特別活動 
○留意点など 

  
 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入

10

分 

 

１ 本時の目標を知り、学習の見通しを持つ 

 

 

・「みんなはどんな風に感情を表現し

ていますか」と問う 
 

展

開 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 感情を表す言葉についてワークシートの

１と２に記入する 

 

３ 感情表現を用いてワークシートの３の文

章を完成し、班内で発表する 

 

 

 

４ ワークシートの４の事例を読み、どのよ

うに感じるかと、その理由ついて考え、班

内で話し合う 

 

 

５ ワークシートの４に書いた自分の感情を

ロールプレイで表現する 

・できるだけ多く挙げさせる 
 
 
・ワークシートの２で(1)に挙げたもの

について快と不快の文をそれぞれ

完成させる 
・何名かに全体に発表させてもよい 
 
・同じ状況でも、人によって生じる感 

情は異なることを理解させる 
・その感情が生じた理由を話し合わ 
せ、他者の感じ方を理解させる 

 
・自分で書いたものを様々な言い方で 

表現させ、自分も相手も心地よい表 
現を探させる 

ま

と

め 

10 

分 

６ 本時の学習を振り返り、感想を発表する ・自分の感情を認識し、理由とともに

適切に相手に伝えることの大切さ

を理解させる 
・何名かに感想を発表させる 

自分の感情を理解する 

展開例 

中学校 

感情の表現の仕方について考えよう 

-54- 



 
○「本時の目標を知り、学習の見通しを持つ」について 

  嬉しい時、怒っている時、悲しい時、楽しい時と場面を分けて問いかけるとよい。ま

た、感情の表現に関して困ったことがないかを聞いてみると展開がしやすい。例えば、

楽しくて騒ぎすぎて「うるさい」と叱られたとか、怒りの感情を言葉で言わずに態度で

表してしまい気まずくなったなど。「逆に感情を言葉にも態度にも表さずすべて押し込め

て我慢し続けるとどうかな？」というような問いかけから「自分も相手も周りもスッキ

リできる感情の出し方について今日は考えよう」と展開できるとよい。 
○ワークシートの２と３について 

  ワークシートの２では、感情を表す言葉にも色々あること、人によってどの感情が大

きいかが違うということを感じさせたい。ワークシートの３では、班内の発表の際に「そ

れわかるわー」とか「え、僕はそんな風に感じないよ」というような言葉が行きかうよ

うに進行する。そこから、同じ状況でも人によって内から湧き出る感情の種類やその大

きさが異なることを実感させたい。「私が面白いと感じるのは○○くんが失敗したときで

す」のような回答をする生徒がいると予想されるときは、快を「ホッとする」不快を「悲

しい」に予め指定するなどの工夫をするなど、十分に留意すること。 
○ワークシートの４について 

「嬉しい」「恥ずかしい」「嫌だ」など、人によって多様な感情を抱くことが予想され

る事例を挙げている。しかし、クラスによってこの例では否定的な感情を抱く生徒が多

いと思われる場合などは、他の相応しい例に差し替えるとよい。 
○「ロールプレイ」について 

  ペアを組み、A さんが「B さん、学級委員に推薦されたんだってね。」と言ったあとに、

ワークシートに書いた感情と理由を B さんが表現する。その際、「色んな言い方で言って

みよう」と言い、様々な表現方法を試させる。表現方法がうまく考えられない時は、下

記の３つの言い方で言わせて、A さん B さんの両者がどのように感じるかを体験させて

もよい。「自分もスッキリ、相手もスッキリ、周りの人もスッキリするのはどの言い方か

な。」と問い、「落ち着いて理由とともに話す」ことがよいことに気付かせるようにする。 
① 攻撃型 …感情を相手に思いっきりぶつける 
② 非主張型…感情を押し込め「別にいいんだけど…」などと話す 
③ 主張型 …落ち着いて、感情と理由をしっかりと話す 

  
 
 

 

参考 

 

参考文献 「心の健康教育プログラム」 

資料 
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自分の感情を理解する 

  年  組  番 名前： 

 

１ 感情を表す言葉を、思い浮かぶだけ書いてみましょう。 

（快の感情を表す言葉） 

例 気持ちいい 楽しい 

 

 

 

 

 

 

（不快の感情を表す言葉） 

例 苦しい 寒い 

 

２ １で挙げた言葉を、その感情が大きいものから順に並べてみましょう。 

（快の感情を表す言葉） 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

（不快の感情を表す言葉） 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

 

３ 「快」と「不快」のそれぞれの２(1)の言葉を使って、次の文章を作ってみましょう。 

 例 私が楽しいと感じるのは、テストで良い点が取れた時です。 

   快 (1)私が（    ）と感じるのは（                ）時です。 

  不快(1)私が（    ）と感じるのは（                ）時です。 

 

４ あなたはクラスで学級委員に推薦されました。どのように感じますか？ 

＜どのように感じるか＞ 

 

 

＜そう感じた理由＞ 
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○目標となる資質 

セルフコントロール能力、ストレスマネジメント能力、思いやり・他者理解 

○指導のねらい 

  物事の捉え方に対する自分のクセに気付き、クセに流されないよう一歩立ち止まって

客観的に考える態度を育むとともに、人によってクセが違うことを理解させる 

○準備するもの 

  ワークシート×生徒数、A5～B6 サイズ程の白紙（カード）×生徒数 

○教育課程、実施時期 

  特別活動、クラスの親密性がある程度高まってきた頃 

○留意点など 

  自己開示を強制しないように留意する 

 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入 

５ 

分 

 

１ 人によって考え方や感じ方が違うことを

感じ、本時の学習について知る 

・和やかな雰囲気で生徒の発言を促

し、考え方の違いを学びたいという

動機を高める 

展

開 

35 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「考え方のクセ」について知る 

 

 

 

 

３ 自分の「考え方のクセ」を考え、グルー

プ内で発表する 

 

 

 

４ 一番困っていると思うクセを１つ選び、

そのクセによって良いことと困ることを想

起し、自分にかけたい言葉を考える 

 

５ ワークシートの４に記入したものをカー

ドに写し、交換して言い合う 

・ワークシートの１を用いて、具体例

を示しながら説明する 
・「ついついそう考えてしまうよね」

と共感的な雰囲気をつくる 
 
・ワークシートの１に記入させる 
・発表は強制しないようにする 
・「それわかるわ～」と共感的に聞き

合えるようにする 
 
・ワークシートの２～４に記入させる 
・ない生徒には、どうしてないのかを

考えさせる 
 
・できるだけ多くの人と交換して言い

合えるようにする 
ま

と

め 

10 

分 

６ 本時をふりかえり、感想を書く ・自分の考え方のクセを知り、そのク

セに流されないように一歩立ち止

まって考えられるようになるとい

いねとまとめる 
・ワークシートの５を記入させる 

「考え方のクセ」を考えてみよう 

展開例 

中学校 

自分の「考え方のクセ」について考えてみよう 
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○「考え方のクセ」について 

  本授業のテーマとなっている「考え方のクセ」とは、出来事そのものによって気持ち

や行動が決まるのではなく、その出来事をどう捉えるかという「認知」の仕方によって

決まるという認知行動療法の理論に基づいたものである。ここでは、アメリカの心理学

者デビッド・D・バーンズが提唱した「認知の歪み」をもとに、中学生にも実感しやすい

と思われる６つを「考え方のクセ」としている。 

○「人によって考え方や感じ方が違うことを感じ、本時の学習について知る」について 

「ついついこう考えちゃうってことないかな？」という質問で生徒から引き出した発

言をもとに、人による違いを気付かせ、「考え方のクセ」に結びつけていくとよい。また

は、「自分はプラス思考かマイナス思考か」というようなわかりやすい問いかけから、「ど

んなところがマイナス思考だとう思うの？」と具体化させていくのもよい。 

○「考え方のクセについて知る」について 

  ワークシートの１を示しながら教師が説明する。生徒が自分と重ねてイメージしやす

いようにできるだけ具体的な場面を例に挙げるとよい。生徒から「他にこんなクセもあ

るよ」との提案があれば、それを選択肢に加えてみても面白い。 

○「自分の『考え方のクセ』を考え、グループ内で発表する」について 

自分に当てはまるかも…と思うものを３つ以内で（少なくとも１つは）書かせるよう

にする。できるだけ具体的な状況を書かせ、その時の様子や気持ちをイメージさせるよ

うにしたい。グループ内での発表は形式張ったものではなく、お互いが共感し合えるよ

うな雰囲気で行えるようにする。「知られても構わないよって人は、班の人に教えてあげ

て」というように投げかけるようにするなど、自己開示を強制しないようにする。 

○ワークシートの２・３・４について 

  その「考え方のクセ」による自分のメリット・デメリットを想起させるとともに、そ

のクセによる“困り感”を実感させることがねらいである。その上で、その“困り感”

を抱いている状況や、そのクセをなかなか無くせない状況でも頑張っている自分を励ま

す言葉を考えさせ、それを他者から言ってもらうことで実感を深める。ワークシートの

４に書いたことをカードに転記させ、それを持って教室内を自由に動き回りながら、多

くの人とカードを交換し、お互いに書かれている内容を言い合うようにする。できる限

り、相手の目を見て、実感を込めて言ってあげるように指示する。 

○まとめについて 

  「ある出来事に対して、つい頭に浮かんでくる言葉に、『本当にそうなのかな』とまず

は一歩立ち止まって考えることができるといいよね」などと、自分の「考え方のクセ」

がすぐに変わらなくても構わないことを伝えるようにする。 
 

 

参考 

 

竹田伸也「認知療法トレーニング・ブック」遠見書房,2012 

資料 
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「考え方のクセ」を考えてみよう 

  年  組  番 名前： 

１ 「考え方のクセ」は？ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①～⑥から、「自分に当てはまるかも」と思うものを選んで、その具体例を書きましょう。 

私の考え方のクセ 具体例 

（例：①感情的決めつけ） （例：呼んだのに気付いてくれなかったら、「無視された」と思ってしまうから） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥「白黒思考・完璧主義」 

白黒つけないと気がすまない 

例：完璧に問題を解けなければ、すご

く失敗している気がする 
 

①「感情的決めつけ」 

証拠もないのに、嫌な結論を引き出し

てしまう 

例：SNS で既読になったのに返事が遅

かった…嫌われているんだ！ 
 

②「選択的注目」 

良いこともたくさんあるのに、ささい

な嫌なことに注目する 

例：友達と楽しく過ごしたのに、相手

が一瞬だけ妙な表情をしたことが気

になって落ち着かない 

③「過度の一般化」 

わずかな出来事から広範囲のことを

結論づけてしまう 

例：数学で１問間違えただけで、「私

は数学が苦手なんだ」と思い込む 
 

④「拡大解釈・過小評価」 

嫌なことは大きく、嬉しいことは小さ

く考えてしまう 

例：部活で少し失敗すると「僕は才能

がないんだ」、うまくやれても「今の

はたまたまだ」と思ってしまう 

⑤「自己非難」 

自分に関係ない出来事まで自分のせ

いと考えてしまう 

例：友達が朝から元気がない様子を見

て、「私のせいだ」と考えてしまう 
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２ 「この考え方のクセに一番困っている」と思うものを１つ選んで、書きましょう。 

一番困っていると思

う考え方のクセ 
 

 

３ ２で選んだクセが自分にあることによって、｢良いこと｣と｢困ること｣を書きましょう。 

良いこと 困ること 

 

 

 

 

 

 

 

４ ３の｢困っている｣自分に、かけてあげたい励ましの言葉を書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ この授業を受けて、思ったことや考えたことを書きましょう 
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○目標となる資質 

自尊感情・自己効力感、思いや考えの表現力 
○指導のねらい 

  自分や周囲の将来の姿をイメージし、具体的な文章で表現することによって、今後の

自分自身の可能性を含めた肯定的な自己理解を促し、自尊感情・自己効力感を醸成する 
○準備するもの 

  ワークシート×生徒数 

○教育課程、実施時期 

  特別活動、キャリア教育 

○留意点など 

  自分にとって理想的な未来を楽しく描かせるように留意する 
 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入 

５ 

分 

 

１ 10年後の理想的な社会の様子を自由に想

像し、発表する 

・理想的な未来像を想像させる 
・街の様子や科学技術の進歩など、で

きるだけ具体的なイメージを膨ら

ませる 

展

開 

40 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ワークシートの書き方を理解し、10 年後

の理想的な自分の姿に思いを巡らせる 

 

 

 

３ 条件に従って、ワークシートに未来日記

を書く 

 

 

 

 

 

・ワークシートを配布し、条件①～⑤

について具体的に説明する 
・理想的な自分の姿をしっかりとイメ

ージさせるように工夫する 
 
・静かで落ち着いた雰囲気をつくる 
・文章がうまくなくても、内容が非現

実的でも構わないので、ポジティブ

な思いで自由に書かせる 
・他の人が読んだ時に悲しくなってし

まうようなことは書かないように

十分に留意させる 
 

ま

と

め 

５ 

分 

４ ワークシートを回収し、本時の学習を振

り返り、感想を発表する 

・10 年後の未来を想像してみてどんな

感じがしたかを発表させ共有する 
・未来への希望、現在の自分への肯定

感を膨らませるようにまとめる 

10 年後の未来日記 

展開例 

10 年後の自分を見つめよう 

中学校 
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○本授業のねらいと年代設定について 

  本授業は 10 年後の理想の自分の様子を具体的にイメージ・表現させることで肯定的な

自己理解を促すことをねらいとしており、キャリア教育の基礎的・汎用的能力の「自己理

解・自己管理能力」や「キャリアプランニング能力」の育成にも応用が可能である。 

また、ポジティブな自己イメージを膨らませてから本授業を実施することで、肯定的な

自己理解がより深まると思われるので、授業プラン「私は私が好きです。なぜなら…」を

事前に実施することを推奨する。 

○「10 年後の理想的な社会の様子を自由に…」について 

  導入は、10 年後の様子をポジティブにイメージさせることをねらいとしている。よっ

て、非現実的な発言も肯定的に捉え、未来を自由に想像することが楽しいと思える雰囲気

づくりを心掛ける。ただし、悲観的な未来像にならないように「みんなにとって理想的で

とても楽しい未来を想像してみよう」と前置きするなどの配慮をするようにする。 

○「ワークシートの書き方を理解し、10 年後の…」について 

  具体的に書きやすいように①～⑤の条件を設けている。まず「10 年後の未来の自分が

ある日の夜に日記を書いている」という状況であることを説明する。③については、「そ

の人にとっても楽しい未来になっている」ことを説明し、その人を悲しませるような内容

を書かせないように十分に留意する。⑤については、10 年前の自分、つまり「現在の自

分が元気になるようなメッセージを送るように」と説明する。 

  説明後、書く内容を考える時間をとるようにする。友達と自由に会話させながらイメー

ジを膨らませたり、逆に静かな雰囲気で個々にじっくり考えさせたり、あるいは順番にど

ちらの時間もとるようにしたりと、クラスの状況に合わせて適宜設定するとよい。 

○「条件に従って、ワークシートに…」について 

  自分の空想にじっくり浸れるように静かで落ち着いた雰囲気をつくる。冒頭の月日や

曜日・天気については自由に設定させる。導入時に出し合った 10 年後の様子とは全く関

係なく、自分の思う 10年後の様子で書けばいいことを伝える。文章の長さや上手さでは

なく、未来の自分になりきって、思いを自分の言葉で表現することが大切であると伝える。

どうしても文章が書けないという生徒には、短い言葉で箇条書きしたり、絵で表現したり

するなどの提案をして支援をする。なお、幸せの形は個々によって違って当然であるので、

他者の描いた未来像を批判しないよう十分に留意する。 

○「ワークシートを回収し、本時の学習を…」について 

  自分の将来像への自信を感じさせるとともに、今の自分の存在と頑張りは十分に価値

のあるものなのだと実感できるようにまとめ、自尊感情・自己効力感の醸成に繋げる。回

収したワークシートは、口頭や掲示、学級通信などでの紹介も可能だが、その場合、個々

の生徒に必ず許諾を得るようにする。未来の自分からのメッセージという意味を込めて

個別に封筒に入れたり、次のステージへの足がかりに活用できるように敢えて修了時や

卒業時に返却したりするなど、ワークシートの返却の仕方にも工夫をするとよい。 

参考 
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   年   組   番 名前：          
 

２０○○年の未来日記 
 

20○○年、あなたはどんな生活をしているでしょうか。次の条件①～⑤の内容に触れながら、その年のある

日の様子について日記を書いてみましょう。 

 

２０○○年   月   日（   ） 天気（    ） 

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

                                                   

追伸                                               

                                                   

未来の自分の立場になって、その日の日記として書きましょう（×「～だろう」「～かも」 ○「～だ」「～です」） 

＜条件＞ 

 ① 自分の状況をできるだけ詳しく書きましょう（配偶者は？、子供は？、学生？、社会人？、仕事内容は？ など） 

② 住んでいる場所と周りの様子を書きましょう  

 ③ 自分以外の人（友達、家族など）を１人以上登場させましょう 

 ④ 明日の予定を書きましょう 

 ⑤ 最後に、追伸として、10 年前の自分（今の自分）へ応援メッセージを書きましょう 

黄色の部分を適宜打ち替えて使用してください 
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○目標となる資質 

 思いやり・他者理解、思いや考えの表現力、規律性、道徳性 
○指導のねらい 

口頭による言葉と同様に、インターネット上の何気ない発言が友達を傷つけてしまう

ことを知り、それを防止しようとする気持ちや態度を育む 
○準備するもの 

  パソコン、モニター（プロジェクター等）、ワークシート２枚×児童数 

○教育課程、実施時期 

  特別活動 

○留意点など 

  教員が事前にコミュニケーションアプリ（SNS）を体験しておくことが望ましい 
 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入 

５ 

分 

 

１ 本時の目標を知り、学習の見通しを持つ 

 

・SNS について触れ、ネット上のいじ

めについて想起させる 

展

開 

35 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ スライドを見て、Ａの気持ちを考えて発

表する 

 

 

３ 一番酷いと感じる発言とその理由をグル

ープで話し合い、発表する 

 

 

４ グループをＢ～Ｆに分け、このいじめを

防ぐには、担当の人物のどの発言をどう変

えれば良いかを話し合い、発表する 

・Ａの辛さに注目させる 
・個人で考えさせてからグループで共

有させ、発表させる 
 
・ワークシートを用いて協議させる 
・「大会前」と「大会後」に分けて考

えさせても良い 
 
・具体的な言葉を考えさせる 
・担当の人物の立場に立たせて真剣に

取り組ませる 

ま

と

め 

10 

分 

５ ネット上のいじめを防ぐために、自分に

できることを考える 

 

 

６ 本時の振り返りをする 

・グループから出された意見をまとめ

た後、自分にできること等をワーク

シートに記入させる 
 
・授業の感想を発表させてもよい 

ネットによるいじめを防止しよう 

展開例 

中学校 

ネットによるいじめを防止しよう 
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○ 本授業の内容と導入について 

本授業では、スマホのコミュニケーションアプリにある LINE、Twitter、Facebook な

どの SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）に焦点を当て、事例を用いて、SNS 上

での会話の在り方を考えさせることをねらいとする。導入では、スマホの所持の有無や、

SNS の利用状況などを生徒に聞きながら、それらが誰かを悲しませるためのツールになら

ないための学習であることを伝える。 

○ 「スライドを見て、Ａの気持ちを考えて発表する」について 

付属のパワーポイント（ppt）資料を提示して行う。コミュニケーションアプリを使っ

たことがない生徒もいるので、どんなものかを簡単に説明してから行う。事例は教師が

随時解説を加えながら状況が把握しやすいように説明し、Ａの辛い気持ちを共感させる

ようにする。その後、Ａがどんな気持ちなのかをグループで協議させるが、その際、「そ

もそもＡが放課後練習に来ないのが悪い」という発言が出てくることも予想される。そ

の時こそチャンスと捉え、「練習に来ないのは確かにＡが悪いかもしれないが、だから無

視されてもいいということになるだろうか」「そもそも大会前にＢ～ＦはＡを邪魔者と感

じており、その雰囲気をＡが察したとしたなら、Ａが練習に行きたくないと思うのはお

かしいことなのだろうか」などと問いかけ、いじめに「きっかけ」はあったとしてもそ

れがいじめる「理由」にはならないことをしっかりと理解させたい。 

○「一番酷いと感じる発言とその理由をグループで話し合い、発表する」について 

Ａの辛さを十分に共有した後、あらためてＢ～Ｆの発言に注目させることで、Ｂ～Ｆ

への怒りを感じさせることを目的としている。 
○「どの発言をどう変えれば良いかを話し合い、発表する」について 

Ｂ～Ｆの登場人物をグループに振り分け、それぞれの担当人物のどの発言をどう変え

ればいじめは防げたかを考えさせる。できるだけ具体的な言葉を出させるようにし、そ

う考えた理由や、その発言をした後の会話はどうなっていくと思うかなども考えさせる

と良い。グループ毎に発表させ、会話に参加しているどの人物でもいじめを防ぐことは

できそうだということを感じさせる。 
○「ネット上のいじめを防ぐために、自分にできることを考える」について 

今後、SNS 等を利用していく上で、ネット上での会話をいじめに向かわせないために気

をつけなければいけないこと、自分にできることを考えさせ、ワークシートに記入させ

る。何名かに発表させてみんなで共有しても良い。時間があれば、SNS やいじめに関する

教員自身の体験談などを語ると良い。 

 
 
 
 

参考 

 

監修：兵庫県立大学 竹内 和雄 准教授 

作成協力：兵庫県立大学ソーシャルメディア研究会  

渡邊 匠・畑 杏奈・鈴木 留珠・松村 友慎・下木 なつみ   

備考 
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「ネットによるいじめを防止しよう」ワークシート 

   年  組  班            

 

 
（１）一番ひどいと感じる発言はどれですか。 

 
 
 
 
（２）Ａを悲しませないためには、どの発言をどう変えればいいですか。 

 
 
 
 
 
 
 
（３）いじめに向かわせないためには？ 

 

＜大会前＞               ＜大会後＞ 

 

発言  「            」 

理由 

＜もとの発言＞      ＜こう変えれば！＞     ＜理 由＞ 

担当人物 

＜気をつけなければいけないこと＞ 

 

 

＜自分にできること＞ 

-66- 



1

ネットいじめ

最近、Ａ君は元気がありません

少し前の話

グループ（５）

１００％１６：３４

B C E FD

グループ（５）

１００％１６：３４

来週の球技大会勝てるかな～？B

どうやろな～C

たしかに、Ａってかなり運動音痴よな！E

俺らのチームめちゃ弱いから微妙（笑）D

あいつ休んだら勝てるかもな笑F

そんな会話の１週間後

球技大会は終わりました。

結果は残念ながら負けてしまいました
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2

グループ（５）

１００％１９：５４

いやー勝ちたかったなB

放課後にも練習したのになC

しかもＡは放課後練きてなくなかった？E

やっぱり、Ａがおるチームが足ひっぱたなD

ほんまそれF

グループ（５）

１００％１９：５５

まじうざいなB

明日からＡ無視しようぜB

そやなD

了解C

おけE

グループチャットでの
陰口がきっかけとなり、
Ａのいじめがはじまりました

D

無視され、ひそひそ話されることに

B C Ａってさ～…

自分がいないグループで
自分の悪口を言われていることを知る

B Ｃ
Ａ

クラスメイトもどんどん観衆になっていく

Y X Ａうざい笑Z
B

C
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3

被害者 ー いじめられている人

加害者 ー いじめている人

観衆 ー はやし立てたり、
面白がって見ている人

傍観者 ー 見て見ぬふりの人

グループ（５）

１００％１６：３４

来週の球技大会勝てるかな～？B

どうやろな～C

たしかに、Ａってかなり運動音痴よな！E

俺らのチームめちゃ弱いから微妙（笑）D

あいつ休んだら勝てるかもな笑F

グループ（５）

１００％１９：５４

いやー勝ちたかったなB

放課後にも練習したのになC

しかもＡは放課後練きてなくなかった？E

やっぱり、Ａがおるチームが足ひっぱたなD

ほんまそれF

グループ（５）

１００％１９：５５

まじうざいなB

明日からＡ無視しようぜB

そやなD

了解C

おけE

いじめのきっかけ

グループチャットの会話

どういう発言が
良くなかったのか？

どういう発言で
いじめを防げたのか？
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4 4

5

とても大切

大切

1

2 2

3 3 3

 
 
 
 
○目標となる資質・能力 

 コミュニケーション能力、思いや考えの表現力、思いやり・他者理解 
○指導のねらい 

  合意形成の体験から、思いの伝達、相手の考えの尊重などの大切さを考える 
○準備するもの 

  カード（または付箋）9 枚×生徒数 
○教育課程、実施時期 

  特別活動、行事の前後など 
○留意点など 

 次時のクラススローガン決定、曲目の決定、練習などに繋げていく 

 
 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入

10

分 

 

１ 合唱コンクールで大切だと思うことを発

表し、クラスで９つに絞る 

 

 

 

・黒板に箇条書きで書き出す 
・下記の例のように９つに絞る 
 ｢練習量｣｢団結力｣｢責任感｣｢思い

出｣｢努力｣｢一生懸命｣｢学級の結果｣

｢感動｣｢個人の結果｣ 

展

開 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の学習を知る 

 

 

 

３ 各自でダイヤモンド・ランキングを行う 

４ 班で話し合い、班でダイヤモンド・ラン

キングを行う 

 

 

 

 

 

 

 

５ 班ごとに合意したランキングとその理由

を発表する 

 
 
 
 
・付箋やカードに書かせても良い 
・以下のことを確認する 
 ①全員の考えを最後まで聞く 
 ②違う考えを否定しない 
 ③多数決では決めない 
 ④少数意見は貴重なのでよく聞く 
 ⑤強く意見を言う人の言いなりに

ならない 
 ⑥意見を聞いてなるほどと思った

ら自分の考えを変える 
・クラスのダイヤモンド・ランキング 

を行ってもよい 
ま

と

め 

10 

分 

６ 合意形成の体験とランキング結果につい

て感想を発表する 

 

７ ランキング結果を基に、合唱コンクール

に向けた取組を行っていくことを知る 

・感想を書かせてもよい 
 
 
・クラススローガンや曲目の決定に繋

がるようにする 

ダイヤモンド・ランキング 

展開例 

中学校 

みんなの意見を聞いて、みんなで決めよう 
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○「合唱コンクールで大切だと思うことを発表」について 

  班内で意見を出してまとめたものを発表させてもよい。また、付箋に書いたものを黒

板に貼らせ、KJ 法の手法でグループ化し、タイトルをつけていく方法も考えられる。多

くの意見を導き出すためにも、予め、合唱コンクールに対する志気を高めるような働き

かけを行っておくこと。 
○「ダイヤモンド・ランキング」について 

  すべて大切なものであるのは間違いないが、その中でも今回最も優先されるものはど

れかという視点を意識させる。ランキングを話し合うことによって、価値観の凝集を図

り、集団の目標を明確にするねらいがある。 
○「班で話し合う」について 

  ここでは合意形成（コンセンサス）を行わせる。合意形成を行わせることによって、

少数派の意見に耳を傾けさせたり、相手の意見を受け入れたりする態度の育成、集団に

主体的に関わる態度などを育む。それらの体験は、いじめの未然防止に対する効果以前

に、このあとの合唱コンクールの曲決めや練習等の行事に向けた活動の過程にも、直接

活かされると考えられる。ゆえに、合意形成は、結論そのものではなく話し合いの過程

に意味があるので、十分な時間を確保する必要がある。 
  また、そう考える理由を必ず述べるように促しておくこと。その生徒の思いは結論で

はなく理由の中にある。例え同じ結論であっても、それぞれの生徒の思いの中にある微

妙な違いを互いに感じさせることによって、他者理解が深まる。 
○「合意形成の体験とランキングの結果について感想を発表」について 

  「クラスにはいろんな思いを持っている子がいることがわかった。」「自分の思いとは 
違ったけど、決まったからには、それに同意して頑張りたい。」「多数決もいいけど合意

形成もいいと思う。」というような感想が出てくるように展開したい。ただ、教師側は、

コミュニケーション能力等の向上にねらいを置いているが、生徒側は合唱コンクールに

向けた活動の第一歩であると認識しているため、合意形成の体験に対する振り返りは自

然には発言されにくいと思われるので、問い方の工夫が必要である。 
○「クラススローガンや曲目の決定に繋げる」について 

  各班のランキング結果をもとに、合唱コンクールに向けたクラススローガンを決めた

り、曲決めの際に合意形成で行ったりする展開が考えられる。また、合唱コンクールが

終わったあとに、「合唱コンクールで得たものは何だろう」というテーマで今回と同様に

ダイヤモンド・ランキングを使ってまとめることによって、クラスの絆づくりなどにも

活かせると思われる。 
 
 
 

参考 

 

参考文献 東京都教育委員会「いじめ防止教育プログラム」 

資料 
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○目標となる資質・能力 

 思いや考えの表現力、コミュニケーション能力、思いやり・他者理解 
○指導のねらい 

  ロールプレイを通じてお互いが気持ちの良い話し方を考えることによって、コミュニ

ケーション能力を育み、居心地の良いクラスづくりに主体的に取り組む態度を育成する 
○準備するもの 

  ワークシート×生徒数 
○教育課程、実施時期 

  特別活動、年度初め・クラスの落ち着きがなくなってきたとき 
○留意点など 

 スクールカウンセラーとのティームティーチング（TT）で行うことが望ましい 
 

 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入

５

分 

１ 本時の目標を知り、学習の見通しを持つ 

 

 

T SC の紹介をする 

展

開 

40 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ３人組で「攻撃的」「主張的」「非主張的」

の３種の話し方のロールプレイ１を役割交

代しながら行う 

 

３ ３種の言い方を比較し、話し手、聞き手

の両者が気持よく過ごせる言い方を考え、

ロールプレイ２を役割交代しながら行う 

 「攻撃的」…話し手○、聞き手× 

 「主張的」…話し手○、聞き手○ 

 「非主張的」…話し手×、聞き手○ 

 

４ 「主張的」な言い方でお互いが気持ち良

く主張できることを知る 

 

 

 

TS ロールプレイの見本を見せる 
S 話し手、聞き手の両方の立場の気

持ちを感じるように指示する 
 
S 班で話し合わせ、理由とともにク

ラスに発表させる 
T 意見を板書する 
 
 
 
 
S 時と場合によって「攻撃的」「非主

張的」も必要であって、使い分け

られることが大切であることを伝

える 

ま

と

め 

５ 

分 

５ 本時の学習を振り返り、感想を書く S スクールカウンセラーや相談室の

役割を紹介する 
 
※S はスクールカウンセラー、T は教

師を示している 

様々な自己表現を知ろう 

展開例 

中学校 

うまく気持ちを伝えよう！ 
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○スクールカウンセラー（SC）とのティームティーチング（TT）について 

この授業は「アサーション」と呼ばれる臨床心理学の技法に基づくものである。よっ

て専門家である SC と TT で行うことによって習得度が高まると思われるが、教師のみで

の実施も可能である。ただ、SC と TT で授業を行うことによって、SC と生徒との距離が

縮まり、SC に相談しやすい環境をつくることができるので、TTで実施することが望まし

い。 

○３種の言い方について 

  自分の考えを相手に伝える話し方として下記のように「攻撃的（アグレッシブ）」「主

張的（アサーティブ）」「非主張的（ノンアサーティブ）」の３種があるが、一般的に日本

人は「主張的」が苦手とされる。そこで本授業では「主張的」な話し方を身につけるこ

とを目的としているが、どんな場面でも「主張的」が良いということではなく、３種の

言い方を自分の意思で使い分けられることが大切である。 
「攻撃的」…相手の気持ちや立場を考えずに、自分の思いや考えを押し付ける 
「主張的」…相手の気持ちや立場を受け止めた上で、自分の思いや考えを伝える 
「非主張的」…自分の思いや考えを主張せず我慢し、相手の主張を受け入れる 

   ※「主張的」は「アサーティブ」を和訳したものであるが、日本語としては少し押

しの強い印象を与えるため「（さわやかな）自己主張」とする場合もある。 
○ロールプレイについて 

「攻撃的」「主張的」「非主張的」で１回ずつ行う。３人組をつくり、話し手、聞き手、

観察者の役割を順番に交代する。教師の指示で１人１～２分で交代していくようにする

とよい。話し手は、「攻撃的」「主張的」「非主張的」の３種の話し方で聞き手に話す。聞

き手は、相手の話し方によって感じたままに返答を返す。観察者は、その様子を観察し

て周りで見聞きしている人の気持ちを感じる。 
○「『主張的』な言い方でお互いが気持よく主張できることを知る」について 

  生徒から「こちらが『主張的』に表現したとしても、それが相手に受け入れてもらえ

るとは限らない」という意見が出てくることが予想される（出てこなければ教師から投

げかけるとよい）。ここが重要なポイントの一つであり、生徒に話し合わせるようにする。

冷静な態度で相手の気持ちや立場を受け入れながら「主張的」に自分の考えを話すこと

で議論を生み、冷静な議論の中で、「攻撃的」に相手を打ち負かしたり、「非主張的」に

相手に合わせたりするのではなく、お互いが歩み寄って一番いい妥協点を探ることが「主

張的」の在り方であることに気付かせたい。そして、「主張的」な態度や言動を素直に受

け入れられるような集団の在り方について考えさせたい。 
 

 
 

参考 

 

参考文献 「心の健康教育プログラム」 

資料 
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様々な自己表現を知ろう 

  年  組  番 名前： 

 

１ 話し方の３つのパターン 

A（攻撃的） …自分のことを中心に、相手の気持ちなどは無視して、とにかく自分の意見 

や思いを一方的に言う表現 

B（非主張的）…相手のことを優先させて、自分の気持ちを抑えてしまう表現 

C（主張的） …自分の気持ちも相手の気持ちも大事にした表現 

 

２ ロールプレイ１をしましょう 

 給食当番が牛乳のケースを持って教室に入ろうとしています。あなたは同じ入り口から

手を洗いに行こうとしていました。入り口付近ですれ違った時、給食当番が持っていた牛

乳のケースが、あなたに当たりました。あなたはどうしますか。 

 A 「痛いなあ！ ちゃんと前向いとけよ！」と大声で怒鳴る 

 B 何も言わずに、下を向いたまま教室から出て行く 

 C 「牛乳のケースが体に当たって痛かったで。今度から気をつけてな。」と言ってから

教室から出る 

 

３ ロールプレイ２をしましょう 

 あなたが大切にしていた本を友だちに貸したところ、１ヶ月以上たってから返してもら

えました。よく見ると表紙が破れています。友だちにどう伝えますか。 

 

 

 

 

 

 

 

４ このワークで感じたことを書いてみましょう 

  

 

 

 

 

 

-74- 



 
 
 
 
○目標となる資質・能力 

 自治集団づくりに資する力、規律性 
○指導のねらい 

  居心地の良いクラスについて考え、自分のクラスに必要なマナーブックを作成するこ

とによって、クラスづくりに主体的に関わろうとする態度を養う 
○準備するもの 

  （必要に応じて）マジックペン、画用紙など 
○教育課程、実施時期 

  特別活動、クラスの落ち着きがなくなってきたとき 
○留意点など 

 製作物は、実施時のクラスの状況に応じて活用方法を工夫すること 
 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入

10

分 

 

１ 本時の目標を知り、学習の見通しを持つ 

 

 

・みんなで居心地の良いクラスをつく

ろうという気持ちを喚起する 
 

展

開 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 居心地の良いクラスとはどんなクラスか

を考え、班内で発表する 

 

３ 班ごとに発表し、居心地の良いクラスと

はどんなクラスなのかをまとめる 

 

 

 

４ 今のクラスの居心地の良さについて考

え、班内で発表する 

 

 

５ マナーブックを作成し、班内で発表する 

 

 

 

６ 班ごとに発表する 

・個人で考えたのち、班内で共有する 
 
 
・全員が居心地良く暮らすためには、

みんなが少しずつ我慢することも

必要であるということを見いださ

せる 
 
・自分だけでなく、クラスの誰かが居 

心地の悪さを感じている部分につ 
いても考えさせる 

 
・マナーを１人１つに絞って作成させ 

る 
・必ず理由も記入させる 
 
・みんなの思いを共有する 

ま

と

め 

10 

分 

７ 居心地の良いクラスにするには、みんな

の協力が必要であることを知る 

 

８ 本時の学習を振り返り、感想を書く 

・マナーブックにはみんなの思いが込

められていることを実感させる 
 
・活用方法について了承を得る 

マナーブックづくり 

展開例 

中学校 

居心地の良いクラスについて考えよう 
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○「居心地の良いクラスをつくろうという気持ちの喚起」について 

  本授業は、クラスの現状を教材にしている。よって、授業を始める前に、真剣な態度

で考えて、前向きにクラスを変えていこうとするポジティブな雰囲気をつくる必要があ

る。また、自治集団づくりを目的としていることから、「先生が考えさせる」ではなく、

「みんなで考える」という主体的な活動を動機づけることも大切である。 
○「みんなが少しずつ我慢することも必要」について 

  居心地の良い集団になるためには、集団に属する全員が、あるレベルの幸福感を均等

に共有できなければならない。しかし、個人の価値観は集団の価値観とは異なるため、

集団は個人の価値観に沿わない部分が必ずある。そうであるにも関わらず、集団よりも

個人の価値観の充足を優先してしまうことが「自分勝手」や「わがまま」といった言動

となる。こういったことを「みんなが８割の幸せを得るために、みんなが２割ずつ我慢

できるクラスにしたいね」というようなわかりやすい表現でまとめたい。 
○「必ず理由も記入させる」について 

考えたマナーそのものよりも、そのルールが必要だと思う理由の中に、その生徒のク

ラスへの思いが表現されている。逆に言えば、マナーの文言だけが独り歩きすれば、決

まりによる拘束感や、作成者に対する疑念などが生まれ、クラスの雰囲気が乱れること

も予想されるので、十分に留意したい。 
○「マナーブックの活用方法」について 

  本授業の目的は、①クラスづくりに主体的に関わる態度を養うこと、②クラスに対す

る自分の思いを表現させること、③クラスに対する他の人の思いを知ることであり、こ

れらの活動を通して、④規律性を養うことである。これらを鑑み、作成したマナーブッ

クの活用方法については、クラスの現状を踏まえた上で十分に配慮することが必要であ

る。また、選択した活用方法によって、ワークシートやマナーブックの形状、様式、材

質などを工夫するとよい。 
 （マナーブックの活用例） 

・クラス内に掲示し、クラス全体でみんなの思いを共有する。 
・廊下に掲示し、学年全体でみんなの思いを共有する。 
・学級通信などに掲載し、クラスの思いを発信し、保護者にも協力を得る。 
・意見を集約し「○組のルール」などとして定め、学級経営に活かす。 

 
 
 
 

 

参考 
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○目標となる資質 

道徳性、規律性、思いやり・他者理解 

○指導のねらい 

  立場によって物事の捉え方や感じ方が違うことに気付き、より良い集団としての道徳

性や規律性の在り方について考えを深め、多面的に判断する力を育む 

○準備するもの 

  ワークシート３枚×生徒数 

○教育課程、実施時期 

  特別活動、自分勝手な言動が見られ始めた時など 

○留意点など 

  結論を出すことではなく、色んな意見を交わして考えさせることが目的と心得る 

 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入 

15 

分 

 

１ ワークシート A（A’）を黙読後、記入し、

グループ内で意見を１つにまとめる 

 

２ グループ毎にワークシートの２の数字に

ついて挙手してもらい、グループによって

大きく違うことに疑問を抱くことで、本時

の学習について知る 

・全員に同じワークシートを配ってい

ると思わせておく 
 
・疑問が出てきてから理由を発表さ

せ、徐々に疑問を広げ、最後にタネ

明かしをする 

展

開 

30 

分 

 

 

 

３ ワークシート A’（A）を黙読後、記入し、

A（A’）と結果が変わることを確認する 

 

 

４ 運転士さんの思いを確認した後、ワーク

シート Bの１を記入し、「自分が運転士さん

ならどうするか？」についてグループ内で

話し合い、全体に発表する 

・他方のワークシートを記入させて、

立場の違いで思いが全く変わるこ

とを感じさせるようにする 
 
・道徳的なジレンマを強く感じさせる

ようにする 
・結論を導き出すことよりも、多面的

な見方が必要だと感じさせるよう

に議論を促す 
・定刻に発車することについても目を

向けさせる 
ま

と

め 

５ 

分 

５ 本時をふりかえり、ワークシート B の３

に感想を書く 

・自分にとって 100%満足できない決

まりでも、色んな立場の思いから成

り立っていることや、相手の立場に

なって考えることが大切であるこ

とを伝える 
・何名かに感想を発表させてもよい 

立場を替えて感じてみよう 

展開例 

中学校 

立場を替えて感じてみよう 
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○ワークシート Aと A’について 

  これは、記載された物語の内容が違う２種のワークシートのことを指しており、ワー

クシート本体に「A」「A’」の記号は記載していない。物語「バスでの出来事」は、立場

の違う２人の視点に立ち、相反する願いを持つそれぞれの状況にジレンマを感じさせる

ことをねらいとした教材である。それぞれの主人公に自分を重ねて感情移入させ、何と

かしたいという思いにしっかりと共感させることがポイントとなる。設問の１は主人公

の気持ちに寄り添わせるためのものであり、全体で取り上げる必要はない。 

○「ワークシートを記入し、グループ内で意見を１つにまとめる」について 

  例えばクラスに８グループある場合、４つのグループにワークシート A を、残り４つ

のグループにワークシート A’を配布するようにする。その際、あたかも全員に同じワー

クシートが配られているように振る舞うようにする。配布したら、黙読させた後、設問

１・２を個人で書かせ、それをもとにグループ内で意見を交流させ、設問１・２につい

てグループとしての意見をまとめさせるようにする。 

○「グループによって大きく違うことに疑問を抱く…」について 

  「１に○をつけた班は？」というように問い、設問２についてグループ内でまとめた

意見をグループの代表者に挙手させる。その際、グループによって意見が大きく分かれ

ることに注目させる。次に、比較的大きな数字を答えたグループと、小さな数字を答え

たグループに理由を発表させて、全くかみ合わない意見に大きな疑問を抱かせる。そし

てワークシートが２種類配られていることのタネを明かし、「今日は、同じ場面で違う立

場の人がそれぞれどう感じているのか考えてみよう」とめあてを提示するようにする。 

○「ワークシートを記入し結果が変わることを確認する」について 

  それぞれ他方のワークシートを配布して、物語部分を黙読させて、内容や立場の違い

を全体で確認した後、設問１・２を記入させる。時間があれば、グループ内で意見交流

させてもよい。タケルやミカが願う理由（テスト・友情）に注目させるのではなく、こ

こでは、バスに乗っていない乗客と、既に乗っている乗客とでは、思いが変わるという

状況を整理させるようにする。 

○「自分が運転士さんならどうするかについてグループ内で話し合い…」について 

  まずは、「運転士さんはどんな気持ちでタケルを待ったのか」について話し合わせ、タ

ケル、ミカ、運転士さんの三者の視点を持たせるようにする。そして、「じゃあ、みんな

が運転士さんならどうする？」と投げかけ、ワークシート B の１を記入後、お互いの考

えをグループ内で交流させる。議論が進んで「定刻に出発すればよい」という意見が出

たら、「乗り込む直前に定刻が来ても扉を閉めて出発するの？」などと更に悩ませるよう

に促し、決まりやルールの在り方について議論させるようにする。そして、ルールは万

人が 100%の快適を得るためのものではなく、集団がうまく機能するようにみんなが少し

ずつ我慢することで成り立っているものだと実感させるようにする。 

参考 
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【バスでの出来事】 

 

 A 高校へバスで通っているタケルは、玄関のドアを開けっ放しにしたまま、大急ぎでバス

停留所に向かって家を飛び出した。そして、表通りに出る三丁目の角を曲がり、バス停留

所にすでに停車しているバスの姿が目に飛び込んでくるやいなや、さらに大きく両腕を振

って、走るスピードを上げた。と同時に、今まさに２人のお客さんがバスに乗り込もうと

している様子が見て取れた。 
「あ！ バスもう来てるやん！」 
「お客さんが乗ろうとしているやん！」 
「あー、もしこのバスに乗り遅れたら、遅刻してテストが受けられなくなるかも…」 
今日は一年で最も重要なテストの日。この日の結果で志望校を決定することになってい

る。タケルのこのテストにかける意気込みは半端なものではなく、今日のために毎日毎日

必死の思いで勉強してきた。ところが、昨夜遅くまでテスト勉強をしていたことが裏目に

出て、テスト当日の朝だというのに、不覚にも寝坊してしまったのだ。タケルは、あまり

の慌てように髪もボサボサで寝癖だらけだった。 
全速力で走りながら左腕の時計に目をやると、すでにバスの出発予定時刻を過ぎようと

している。今にも発車しそうになっているバスの後ろ姿を見ながら、激しい吐息とともに

起きられなかった自分を悔やんだ。 
「お願い…神様…」 
タケルは祈った。祈りながら力一杯走った。すると、その祈りが通じたのか、バスはど

うやらタケルを待ってくれているようだった。 
“バタバタバタッ！” 
勢いよくバスに飛び乗ったタケルは、激しく息を切らせつつ、扉が閉まるブザー音と振

動を上下に揺れる背中で感じていた。 
「ふう…よかったあ…間に合ったあ…。」 
バスは発車の指示器を出してゆっくりと走り始めた。 
 
 

 

 

１ 「お願い…神様…」と思っている主人公は、バスに何を願っているのでしょうか。 

 

 

 

２ あなたがこの物語の主人公なら、バスをすぐに発車させなかった運転士さんに対し

てどう感じますか。次のそれぞれのうち、当てはまる番号を１つずつ選んで○をつけ

ましょう。 

      ありがたい ← ６・５・４・３・２・１ →  ひどい 

温かい   ← ６・５・４・３・２・１ →  冷たい  

やさしい  ← ６・５・４・３・２・１ →  厳しい 

正しい   ← ６・５・４・３・２・１ →  間違っている 

 
 
 

 年    組    番 名前： 
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【バスでの出来事】 

 
「お願い！ 間に合って！」 

女子大学生のミカは、空港へ向かうバスの中で思わず手を合わせた。 

今日、親友のケイが留学先のアメリカに旅立つ。ミカはケイと離ればなれになるのは辛

かったが、親友が夢に一歩近づくことを心から喜んでいた。しかし、今朝、ケイと電話で

話している時に、些細なことから喧嘩になってしまい、つい「絶対に見送りになんて行か

ないから！」と言ってしまった。電話を切ったあとすぐに後悔の気持ちが押し寄せてきた。

大好きなケイと最悪の別れ方をしてしまった自分を責めて泣きじゃくった。しかし、涙と

一緒にあふれ出てくる思い出を振り返るうちに、「やっぱり私がケイを笑顔で送ってあげな

きゃ…」という思いがこみ上げてきた。気がつけば、このバスに飛び乗っていた。 

いつもより道路を走る車の数が多く、バスは思うように進まない。信号に引っかかる回

数もなんだか多いような気がする。やや遅れ気味のバスにミカは焦りを隠せなかった。 

“プシュー” 

バスは５つ目の停留所に止まった。待っていた２人の乗客が乗ってきた。しかしバスの

扉は開いたままで全く動き出そうとしない。 

「え？ 何で？ 早く出発してよ。ケイが行っちゃうじゃない！」 

ミカの焦りは一気に高まった。10秒ほどの時間がミカには５分にも10分にも感じられた。 

「お願い…神様…」 

やがて、１人の男子高校生が息を切らせてバスに飛び乗ってきた。 

「ふう…よかったあ…間に合ったあ…。」 

どうやら寝坊してきた様子で、頭は寝癖だらけだった。バスはこの少年が乗り込むのを

待っていたようだ。 

「もう！ 出発時刻過ぎてるのに、なんでこんな寝坊少年を待つわけ！？」 

普段は温厚なミカに思わずこみ上げてきた怒りは、ほどなく悲しみに変わった。 

「ケイに…ケイに会えなかったら…どうしてくれるのよ…」 

ミカの目には大粒の涙が溢れてきた。 

バスは発車の指示器を出してゆっくりと走り始めた。 

 

 
１ 「お願い…神様…」と思っている主人公は、バスに何を願っているのでしょうか。 

 

 

 

２ あなたがこの物語の主人公なら、バスをすぐに発車させなかった運転士さんに対し

てどう感じますか。次のそれぞれのうち、当てはまる番号を１つずつ選んで○をつけ

ましょう。 

      ありがたい ← ６・５・４・３・２・１ →  ひどい 

温かい   ← ６・５・４・３・２・１ →  冷たい  

やさしい  ← ６・５・４・３・２・１ →  厳しい 

正しい   ← ６・５・４・３・２・１ →  間違っている 

 

 

 年    組    番 名前： 
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「立場を替えて感じてみよう」ワークシート（B） 

 

 

１ あなたがこのバスの運転士さんだったなら、この時どのようにしたと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ １で書いた意見をもとに、グループで話し合ってみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ この授業を受けて、思ったことや考えたことを書きましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（メモ） 

 

年    組    番 名前： 
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ｔｙtyu ちゅ 
 
 
 
○目標となる資質・能力 

相談・支援を求める力、思いや考えの表現力、思いやり・他者理解、コミュニケーショ

ン能力 
○指導のねらい 

  悩みの内容を言わずに、気持ちだけを聞いてもらう体験を通して、会話後の自分の気持

ちの変化を振り返り、悩んだ時の対処法の１つとして相談や支援を求める態度を育てる 
○準備するもの 

  ワークシートＡ・Ｂ×生徒数 

○教育課程、実施時期 

  特別活動、２学期（クラス内の友人関係がある程度親密になってきた頃） 

○留意点など 

  体験活動を通して、自分の気持ちの変化に気づけるように展開する 
 
 学習活動 指導上の留意点 

導

入 

10 

分 

 

１ ワークシートＡ-１･２を用いて、｢気にな

ること｣を人に話すときに心配なこと、相手

にどのような態度で聞いてほしいかについ

て考え、発表する 

 

・話す側が不安なく話せる状況を作る

ことも大切であることを伝える 

展

開 

35 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ｢気になること｣に対する自分の心の中を

表すしるし（記号・形・ことば など）をワ

ークシートＢの四角の枠に記入する 

 

３ ロールプレイの見本を見る 

  （一人の生徒が質問者・教師が回答者） 

 

４ ２人ペアで相談のロールプレイを行う 

  （ペアで交代して両方の役割を行う） 

 

 

５ ロールプレイの体験を通して感じたこと

や思ったことをワークシートＡ-３に記入

し、発表する 

・板書で記号を例示する 

（☆、  、↓など） 

 

 

・導入での内容を参考にしながら聞く

姿勢に気をつけるように助言する 

 

・｢気になること｣の気持ちだけを扱

い、内容は聞かないし、話さなくて

もいいというルールを伝える 

 

・人によって様々な感じ方や思いがあ

ることに気づかせる 

・傾聴の効果について伝える 

ま

と

め 

５ 

分 

６ 本時の感想を書く 

  （ワークシートＡ-４） 

・人に自分の気持ちを話すことで考え

が整理できたり、気持ちが軽くなっ

たりすることもあると伝え、悩みが

あるときに人に話すことも有効な

対処法であることに気づかせる 

自分の気持ちを人に話すことで気持ちにどんな変化があるかを探ろう 

気持ちだけ聞いて 

展開例 

中学校 
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○「気持ちだけ聞いて」について 

今回の授業では、自分が｢気になること｣（悩み事・心配事）に対する現在の思いに気づ

かせるとともに、その気持ちを人に聞いてもらうと気分がすっきりするという感覚を実

感させ、｢気になること｣が出てきたときに、人に話して（相談して）みようと思えるよう

になることを目指したい。ただ、人に相談するときに具体的な内容を詳しく話すことには

抵抗がある生徒も少なくはないと思われる。そこで、今回の授業では、｢気になること｣の

内容は聞かないし、話さなくてもいいというルールを設け、その悩みに対する気持ちだけ

を聞く・話すという設定にした。たとえ内容を話さなくても、自分が感じている気持ちを

聞いてもらえるだけで、自分の気持ちが変化することやその悩みに対する自分の思いに

気づくことを感じさせたい。 

○導入について 

｢気になること｣を人に話したいと思ったときに、話しにくいなという気持ちや心配に

なる理由を考えさせるようにする（否定されたら嫌だ、他の人に話されたらどうしよう、

真剣に聞いてくれないかもしれないなど）。その気持ち等を何名かに発表させたのち、相

談相手にどのように聞いてほしいかを考えさせる（うなずいてほしい、アドバイスがほし

い、否定せずにただ聞いてほしい、真剣にきいてほしい、質問攻めにしないでほしい な

ど）。人によっていろんな思いがあることをみんなで共有した上で、今回は気持ちを聞い

てもらう体験をすることを伝える。 
○ロールプレイついて 

二人組で行う。男女混合での活動が難しい場合は男女別のペアにするなどの配慮をす

る。ワークシートＢの四角の枠に自分が気になっていることを表すしるし（記号・形・

ことばなど）を記入させる。このしるしは相談者がその相談しようと思う内容を想起し

やすくするためのものであるのでどんなものでも構わない。気になっていること１つに

つき１つの枠に書かせるようにし、最低１つは書かせるようにする。２人組で質問者（相

談を聞く人）と回答者（悩みを話す人）を決め、回答者（悩みを話す人）は自分の前にワ

ークシートＢを置いて話させるようにするとよい。 
質問者は、ワークシートＢの質問内容に沿って、回答者の悩みを受け止めようとする

姿勢で優しく質問させるように配慮する。回答者は質問に対し、できるだけ一言で終わ

るのではなく、感じていることや頭に浮かんでいる言葉などに意識を向け、素直に今の

気持ちを語るように促す。 
＜ロールプレイ：質問者・回答者の対話の例＞ 

（質問者①）今から話そうと思うものを１つ選んで・・・ 

（回答者）これかな・・・ 

（質問者②）いつぐらいから気になっていたの？ 

（回答者）１週間前ぐらいかな。おとといぐらいから、もっと気になってきたかな。 

参考 
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（質問者③）＊おとといからもっと気になっていたんだね。これを自分で見て、どう思う？

この枠に書かれた｢気になること｣について、今話したいことや思っていること

を言える範囲で教えて・・・ 

（回答者）最初は『うっとおしい』『面倒くさい』っていう気持ちが強かったけれど、そ

れにプラスして『焦る』気持ちもでてきて・・・ 

（質問者④）＊『うっとおしい』『面倒くさい』気持ちと新たに『焦る』気持ちもでてきた

んだね・・・ この枠に書かれた｢気になること｣と、これからどのようにつき

あっていけたらいいかな 

（回答者）正直、面倒くさいって思うけど、できることからやっていけるといいかな 

（質問者⑤）＊できることからやろうという気持ちなんだね･･･話してくれてありがとう 

 

＊の部分は回答者の言ったことを繰り返し、肯定する気持ちを伝える 

 

○傾聴の効果について 

傾聴とは話し手の話をじっくり共感的に聞くことが重要となる。傾聴してもらえるこ

とで①「人間関係を形成することに繋がる」②「自己を理解することに繋がる」③「自己

を受け入れることに繋がる」④「行動を変えようとすることに繋がる」⑤「気分がすっき

りすることに繋がる」という効果があるとされる。展開６において、どのような効果を感

じたかを数名の生徒に発表させた後、この５つの効果について生徒に伝え、ロールプレイ

での自分の体験と照らし合わせながら傾聴による気持ちの変化に気づかせたい。 

○まとめについて 

｢気になること｣（悩み事・心配事）があるときの対処法には様々な方法があるが、人に

話す（相談する）ことも有効な対処法の１つであることに気づかせるようにする。また、

話を聞く側の態度にも触れるようにし、解決させることが難しかったり、自分にはアドバ

イスができないと感じたりする相談だったとしても、相手の気持ちを受け入れ肯定的な

態度を示すことで相談者は安心でき、話しやすい雰囲気が生まれるという点にも気づか

せたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 参考文献 「産業カウンセリング」（一般社団法人日本産業カウンセラー協会,2012） 
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気持ちだけ聞いて 

 

 

１ ｢気になること｣（悩み事・心配事）を人に話す時に心配なのはどんなことですか 

 

 

  

 

 

２ 人に何かを相談するときに、どんな態度・姿勢で話をきいてほしいですか 

 

 

 

 

 

３ ｢気になること｣について会話をして感じたことや思ったことを書こう 

 （自分の気持ちの変化、自分が話しているときの気持ち、聞いているときの気持ちなど） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今日の活動を振り返って感じたことや思ったことを書こう 

 

 

 

 

 

 

 

年  組  番 名前：  

ワークシートＡ 
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○｢気になっていること｣（悩み事・心配事）に対する自分の心の中を表すしるし

（記号・形）を書いてみよう 

（｢気になること｣１つに対して１つの□に書く） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜質問者からの質問＞ 

 ①今から話そうと思うものを１つ選んで 

 ②いつぐらいから気になっていたの・・・ 

 ③回答者の話を復唱（～だったんだね）これを自分でみてどう思う？この枠に書かれた

｢気になること｣について、今話したいことや、思っていることを言える範囲で教えて。 

（気になっていることの中身は言わなくていいよ） 

 ④回答者の話を復唱（～だったんだね）この枠に書かれた｢気になること｣とこれからどの

ようにつきあっていけたらいいかな 

 ⑤回答者の話を復唱（～ってことなんだね）話してくれてありがとう 

 ★質問者は回答者が言ったことをゆっくり繰り返し、優しく受け止めている気持ちが

伝わるように言いましょう。 

ワークシートＢ 
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時期 形態 主題 内　容 備　考
４月
当初

授業１ 絵による自他紹介 ・自己紹介、他者紹介による仲間づくり 新クラスへの不安の軽減

・他者との繋がり、所属意識の芽生え 作成した絵の掲示

（思いや考えの表現力、仲間づくり・絆づ
くりに資する力、思いやり・他者理解）

特別活動 小遠足 ・近くの公園などでお弁当 仲間づくりと集団づくり

授業２ あったか言葉 ・勇気づけられた言葉をクラスで共有する
温かなクラスへのイメージづ
くり

（思いやり・他者理解、仲間づくり・絆づ
くりに資する力、道徳性）

「あったか言葉の木」を掲示

授業３
ダイヤモンド・ラ
ンキング

・少数派の意見を言える、聞ける
全員の意見を大切にする雰囲
気づくり

・みんなでクラスのことを考える
「良いクラスになるために大
切なこと」をテーマにする

（コミュニケーション能力、思いや考えの
表現力、思いやり・他者理解）

学活
クラス目標（ス
ローガン）の決定

・ダイヤモンド・ランキングでの話し合い
の結果をもとに、クラス目標を決める

クラス目標の掲示

５月 授業４
目指せ！ほっこり
クラス！

・ほっこりする聞き方の実感的理解
温かなクラスにするための具
体的なスキル向上

・スクールカウンセラーの周知

（授業の概要）

番号 授業の概要 備　考

①自分を表現する絵を描く 作成した絵を掲示するのもよい

②二人組（ペア）で絵を用いて自己紹介

③八人組でペアになった相手の絵の紹介

④感想を話し合う

①自分が励まされたり勇気づけられた言葉を振り返る 作成した「あったか言葉の木」を掲示

②ワークシートに記入する

③グループ内で教諭する

④「あったか言葉の木」を作成する

①○○にとって大切なものを出し合う テーマ

②個人でダイヤモンド型にランキングを行う 「良いクラスになるために大切なこと」

③班で話し合い、合意形成を行い、班の意見をまとめる

④クラス内で発表し合う

①「もやもや」の聞き方のロールプレイを行う ＜ワークシート＞

②「ほっこり」した聞き方を考え話し合う ロールプレイ時に使用

③「ほっこり」の聞き方のロールプレイを行う

④スクールカウンセラーや相談室の役割を知る

授業２ あったか言葉

（例：けじめ、思いやり、団結、助け合
い、笑い、全力　等）

（コミュニケーション能力、思いやり・他
者理解、仲間づくり・絆づくりに資する
力）

授業名

授業１ 絵による自他紹介

授業４ 目指せ！ほっこりクラス！

授業３ ダイヤモンド・ランキング

温かな仲間づくりに向けた取組を柱とした活動プラン
中学校
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時期 形態 主題 内　容 備　考

４月 特別活動 小遠足 ・近くの大きな公園などでお弁当 仲間づくりと集団づくり

事前 授業１
様々な自己表現を知
ろう

・アサーションの理解と体験 「落ち着いて伝えること」

・自分の思いを適切に伝える大切さ

（思いや考えの表現力）

授業２
ダイヤモンド・ラン
キング

・コンセンサス（合意）による意思決定 「話し合いで決める」

・話し合って決める良さと難しさの体験 「少数派の意見も尊重する」

・少数派の意見も尊重する大切さ

（コミュニケーション能力、思いや考えの
表現力、思いやり・他者理解）

学活
宿泊行事に向けた話
し合い

・話し合いで決める実践
最初に授業１、授業２を振り
返る

（バス座席、部屋割
り、係など）

「落ち着いて伝えること」

「話し合いで決める」

「少数派の意見も尊重する」

授業３
オリジナルボール
ゲームを発明しよう

・みんなが楽しめるという価値観 「楽しさ」と「ルール」

（規律性、道徳性）

当日 宿泊行事 （個別・集団指導）
・これまでの授業の目的を引用して指導に
当たる

「落ち着いて伝えること」

「少数派の意見も尊重する」

「楽しさ」と「ルール」

事後 授業４
私は私が好きです。
なぜなら…

・宿泊行事で発見した自他の良いところを
話す

・お互いの頑張りを認め合う

（自尊感情・自己効力感、思いやり・他者
理解）

（授業の概要）

番号 授業の概要 主な資料等

①「攻撃的」「主張的」「非主張的」の言い方を学ぶ ＜ワークシート＞

②３つの言い方でロールプレイを行う ①３つの言い方

③お互いが気持ちの良い表現方法を考える ②ロールプレイ１

③ロールプレイ２

①○○にとって大切なものを出し合う テーマ

②個人でダイヤモンド型にランキングを行う 「宿泊行事で大切なものは」

③班で話し合い、合意形成を行い、班の意見をまとめる

④クラス内で発表し合う

①ボール投げゲームの基本ルールを知る ＜ボール投げゲーム＞

②グループの全員が楽しめるオリジナルルールを考える

③オリジナルルールでゲームをやってみる

④手直ししてオリジナルボールゲームを完成する

①ジョハリの窓について知り、ワークシートに記入する ＜ジョハリの窓＞

②自分も他人も知っている自分について発表する

③自分は知らないが他人が知っていることを聞く

④他人は知らないが自分が知っていることを話す

A「開放の窓」、B「盲点の窓」、C「秘密の
窓」、D「未知の窓」と呼ばれ、Aの窓を大
きくすることでコミュニケーションが円滑
になるとされている。Aの窓をB側へ広げる
ためには、他者からのフィードバック（指
摘）、C側へ広げるためには、自己開示が必
要となる。

１対１で対戦し、ボールを交互に投げ合っ
て、落としたら負けという簡単なゲーム。
ボールの種類、投げ方、離れる距離、得点
方法など、グループ内の生徒の能力に応じ
て適切なルールを設定していく。

授業名

授業３
オリジナルボールゲームを

発明しよう

授業４
私は私が好きです。

なぜなら…

授業１ 様々な自己表現を知ろう

授業２ ダイヤモンド・ランキング

宿泊行事を柱とした活動プラン
中学校
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時期 形態 主題 内　容 備　考

事前 授業１
ダイヤモンド・ラン
キング

・コンセンサス（合意）による意思決定
合唱コンクールで大切なもの
は何か

・話し合って決める良さと難しさの体験

・少数派の意見も尊重する大切さ

（コミュニケーション能力、思いや考えの
表現力、思いやり・他者理解）

学活
合唱コンクールに向
けた話し合い

・話し合いで決める実践 最初に授業１を振り返る

（スローガン、曲目
など）

「落ち着いて伝えること」

「話し合いで決める」

「少数派の意見も尊重する」

学活
合唱コンクールに向
けた練習

・みんなで協力すること、みんなで目標に
向かうこと

・スローガン（大切なもの）の確認

当日
合唱コンクー
ル

（個別・集団指導）
・本番前にスローガン（大切なもの）の確
認

合唱コンクールで大切なもの
は何か

事後 授業２
ダイヤモンド・ラン
キング

・スローガンを基に、クラスが得たものを
テーマに行う

合唱コンクールで得たものは
何か

・合意形成の中でお互いを称え合う

（コミュニケーション能力、思いや考えの
表現力、思いやり・他者理解）

（授業の概要）

番号 授業の概要 主な資料等

テーマ

「合唱コンクールで大切なものは」

①○○にとって大切なものを出し合う

②個人でダイヤモンド型にランキングを行う

③班で話し合い、合意形成を行い、班の意見をまとめる テーマ

④クラス内で発表し合う 「合唱コンクールで得たものは」

授業２

授業１

授業名

ダイヤモンド・ランキング

文化的行事（合唱コンクール）を柱とした活動プラン
中学校
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課題 形態 主題 内　容 備　考

授業１ 立場を替えて
感じてみよう

・立場の違いによるジレンマ事例から、他者
視点の考慮について考える

（道徳性、規律性、思いやり・他者理解）

授業２ マナーブック
づくり

・居心地の良いクラスにするために必要な
「マナー」を考える

（自治集団づくりに資する力、規律性）

学活１ ・マナーブックの意見をもとにした、クラス
の現状分析、改善に向けた取組等を話し合う

・具体的な行動改善策をクラスで共有する

授業３ 目指せ！
ほっこりクラス！

・相手を思いやった話の聞き方の体験する
・スクールカウンセラーとの距離を縮める

（コミュニケーション能力、思いやり・他者
理解、仲間づくり・絆づくりに資する力）

授業４ 安心して相談し合え
る仲間になろう

・相談できない人の気持ちを通して、相談し
やすい仲間について考える

（相談・支援を求める力、思いやり・他者理
解、コミュニケーション能力）

生活アンケート
（いじめ調査等）

生活アンケート等の
実施

・生活アンケート等により個々の児童の困り
事や悩み事を把握する

教育相談 個別懇談の実施 ・生活アンケート等をもとに、個別に状況の
確認、問題解決に向けた取組等についての相
談を行う

学活２ ・学活１で話し合った行動改善についての振
り返りと今後の取組等について話し合う

（授業の概要）

番号 授業の概要 主な資料等

①ジレンマ教材（Ａ・Ａ'）を読み意見を話し合う ＜ジレンマ教材＞

②ＡとＡ'による意見の違いから立場の違いを考える
「バスでの出来事」２種（Ａ・Ａ')

③登場人物の立場になって考え、多面的な見方の必要性を知る ＜ワークシート＞

④本時を振り返る
多面的な見方を引き出すように教示を工夫する

①居心地の良いクラスとはどんなクラスかを考える クラスの状況に応じてマナーブックの活用を工夫する

②今のクラスの居心地の良さについて話し合う

③居心地のために必要な「マナー」を考えて発表する

④クラスの協力が必要であることを確認する

①「もやもや」の聞き方のロールプレイを行う ＜ワークシート＞

②「ほっこり」した聞き方を考え話し合う
ロールプレイ時に使用

③「ほっこり」の聞き方のロールプレイを行う

④スクールカウンセラーや相談室の役割を知る

①相談したくてもできない人の存在に気づく ＜提示資料＞

②相談したくてもできない人の気持ちを考えて話し合う
相談状況を示したグラフ（２種）

③安心して相談し合える仲間について考える ＜ワークシート＞

④「安心できる聴き方」と相談機関について知る
必要に応じて実演やロールプレイを交えて使用する

良くなったところと改善が必要なところ
を共有するとともに、クラス全体で振り
返りを行うことで全員で取組んでいると
いう一体感を再認識させ、主体性の維持
に繋げる

他
者
へ
目
を
向
け
る

クラス全体の居心地を考える前段階とし
て、自分とは異なる立場や考え方がある
ことに目を向けさせ、他者視点の取得と
多面的な判断の必要性を実感させる

ク
ラ
ス
へ
目
を
向
け
る

現在のクラスの状況を整理し、今必要な
「マナー」を一人一人に提言させること
で、クラスの改善に目を向け、居心地の
良いクラスづくりへ主体的に関わる態度
を育む

居心地のいいクラス
づくりに向けた話し
合い（１）

一人一人から提言された「マナー」をも
とに、居心地の良いクラスづくりへの具
体策を考えさせるとともに、クラスを良
くしたいという思いを共有できるように
工夫する

授業４安心して相談し合える仲間になろう

相談できない人の気持ちをみんなで共有
することで、さらに相談行動への敷居を
下げ、互いに支え合えるクラスを目指す

相談機関の紹介を行い、生徒の援助資源
の拡充を図る

授業名

授業１ 立場を替えて感じてみよう

授業２ マナーブックづくり

授業３ 目指せ！ほっこりクラス！

困
っ

て
い
る
人
（

自
他
）

に
目
を
向
け
る

クラスの中の困っている人（自他）に目
を向けさせ、「助けてもらう・助けてあ
げる」という行動に対する肯定感を高め
るとともに、スクールカウンセラーを気
軽に活用できる雰囲気を醸成する

解
決
に
向
か
う

生活アンケート等と教育相談を行い、い
じめ等の諸問題の早期発見・早期対応
（組織的対応）を行う

振
り
返
る

居心地のいいクラス
づくりに向けた話し
合い（２）

居心地の良い学級づくりに向けた取組を柱にした活動プラン
中学校

＜クラス内の人間関係によるトラブルが見られたり、他者への配慮が欠けている生徒が増えてきたり、クラスの凝集性が

薄れてきていると感じられたりした際に実施する＞

＜【授業１】で他者へ目を向けさせた後、【授業２】でクラス全体に目を向けさせ、クラスの一員としての自覚と、心地よいクラス

づくりに主体的に取り組める態度を育む＞

＜クラスづくりへの主体性を育んだ後、クラスの中にいる困っている仲間へ目を向けさせ、【授業３】・【授業４】で「助けてもらう」

「助けてあげる」という行動への肯定感を高め、支え合える雰囲気を醸成し、生活アンケートと教育相談の実施に繋げる＞
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時期 形態 主題 内　容 備　考

事前

授業１ 休日はどう過ご
す？

・非常持ち出し袋に入れる防災グッズを考
えることを通して、グループ全員の合意形
成を図る

教員は、あらかじめ防災グッズとして複
数項目を提示するためのワークシートを
作成する

・自治的な話し合い活動をすることで、自
分の思いを表現できることのよさについて
考える

（自治集団づくりに資する力、思いや考え
の表現力、コミュニケーション能力）

本授業では、グループ内の意見を出し、
共有することが目的ではなく、生徒自身
が話し合いにどのように関わっていたの
かを振り返らせることで、人との接し方
の癖について考えるきっかけにさせる

地域の特性に応じて災害が異なるため、
教員は学校に応じた防災グッズを最後に
提示する

当日 学活 （例）

防災・減災等を意識させる防災講話

地域のハザードマップの作成　等

事後

・相談できることのよさについて考える
・安心して相談し合える関係をロールプレ
イを通して実感する

（相談・支援を求める力、思いやり・他者
理解、コミュニケーション能力）

実際の場面では、誰にも相談できずに孤
立することもあることを伝え、相談する
側と相談される側の両方の立場を理解さ
せる

相談できない人の気持ちになって考えさ
せることで、生徒に聴き手の受容的な態
度を育成させる

「安心できる聴き方」を教員が一つ一つ
実演しながら説明し、実際にロールプレ
イさせる

「言われると嬉しい」と思う言葉を書か
せ、悩みを相談しやすい温かな雰囲気を
醸成する

授業３ 10年後の未来日記 ・10年後の理想的な社会について、防災・
減災の視点から考える

【授業２】実施後、ポジティブな自己イ
メージを膨らませてから本授業を実施す
る

・未来への希望、現在の自分への肯定感を
膨らませる

自分の将来像への自信を感じさせるとと
もに、今の自分の存在と頑張りは十分に
価値のあるものなのだと実感できるよう
にまとめ、自尊感情・自己効力感の醸成
に繋げる

（授業の概要）

番号 授業の概要 主な資料等

①課題を提示し、ゲームの説明を聞く 〈ワークシート〉

②自分の意見をもつ

③グループの意見を決め、発表する

④感想をワークシートに記入する

①「相談する」対処法の良いところを考える 〈ワークシート１〉

②相談したくてもできない人がいることに気づく 〈ワークシート２〉

③安心して相談し合える仲間になるためにはどう
すればよいかを考える

④「安心できる聴き方」と相談機関について知る

①10 年後の理想的な社会の様子を自由に想像し、
発表する

〈ワークシート〉
２０○○年の未来日記

②10 年後の理想的な自分の姿に思いを巡らせる

③ワークシートに未来日記を書く

④発表しする

いじめ未然防止につなげるために、防災教育を通して、相談・支援を求める力を育成することが期待できる

＜友だちの意見を尊重したり、合意形成を図ったりしながら防災教育を意識するために【授業１】を実施する＞

防災講話や地域の特性に応じた防災教育
等を実施する

＜防災教育を通して、生徒が仲間に相談したり、将来に向けて前向きに捉えたりすることができるよう【授業２】【授業３】を実施する＞

物事を決める際には全員で話し合い、全
員で決めることが大切であることを伝え
る

（授業例）
非常持ち出し袋が３つ（Ａ・Ｂ・Ｃ）あ
る。Ａは災害時最も重要な袋、Ｂはその
次に重要な袋、Ｃはその次に必要な袋に
分かれており、それぞれの袋に５つの防
災グッズをいれることができる
それぞれの袋に何を入れるか話し合う

（防災グッズ）
（例）
・ヘルメット　　　　　・ホイッスル
・手袋　　　　　　　　・地図
・電池や発電機　　　　・懐中電灯
・歯磨きセット　　　　・万能ナイフ
・雨具　　　　　　　　・簡易トイレ
・保存食　　　　　　　・水
・ラップやアルミホイル・食器類
・トイレットペーパー　・衣類
・現金　　　　　　　　・身分証明書　等

未来の自分になりきって、未来に対する
思いを自分の言葉で表現することが大切
であると伝える

実際の災害時や災害後の生活場面を導入
で想起させ、「自分だったらどうする
か」等実感を伴って考えさせる

安心して相談し合
える仲間になろう

授業２

（自尊感情・自己効力感、思いや考えの表
現力）

※教員は、ワークシート（「休日の過ごし
方」の17項目）を「防災グッズ」に変更し、
生徒に提示する

授業３ 10年後の未来日記

授業名

授業１ 休日はどう過ごす？

授業２ 安心して相談し合える仲間になろう

防災教育を柱とした活動プラン
中学校
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第４章 
アンケートツール 

「CoCoLo-34」について 
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「いじめ未然防止プログラム」の活用に生かせるアンケート 

「CoCoLo-34」の利用について 

 
 「CoCoLo-34」は「いじめ未然防止プログラム」の活用時に生かせる実態アンケート

です。取組の前後に児童生徒を対象に実施することによって、児童生徒の資質・能力の様

子を分析しやすくなり、分析の結果をもとに、授業プランの選択や、取組内容の検討、取

組の評価等に生かすことができます。 

 

 

 
１ ＜アンケート用紙＞をダウンロードし、児童生徒数印刷する 

   ※両面印刷すると見開き 1 枚になります 
 
２ 教員が、表紙に記載されている注意点を読み上げた後、児童生徒に回答させる 

   ※正直な思いを記入しやすくするために無記名で実施することを想定していますが、

学校の判断で、余白等に氏名や出席番号等の記入をさせても構いません 
 
３ 回収した＜アンケート用紙＞の表紙に、通し番号を記入する 

   ※出席番号等を記入させている場合は、その番号で代用することも可能です 
 
４ ＜分析ツール＞に、学校名等の基本情報を入力後、アンケートを実施した児童生徒の

回答（０～３の数値）等を入力する 

 
５ 入力が終われば、「結果シート①」「結果シート②」が自動で作成されているので、そ

れぞれのシートを印刷し、学年会議等の資料にする 

 

「CoCoLo-34」の特徴 

＜アンケート用紙＞ 

 ○34 項目の質問に○をつけて答えるだけの簡単なアンケート 

 ○児童生徒自身がいじめをしない、させない、見逃さないために育みたい 11 の

資質・能力がどの程度身についているかを測定 

 ○所要時間は５～10 分程度 

 ○小学校５年生から高校３年生までの児童生徒に実施可能 
 
＜分析ツール＞ 

 ○結果を入力するだけで分析用の資料を自動で作成 

 ○自校の児童生徒の 11 の資質・能力の様子をグラフ等で視覚的に表示 

○推奨される授業プランが自動で選択され、授業案の表示も可能 

 

利 用 手 順 
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 「結果シート」はアンケートの集計結果をグラフ等で視覚的に示しています。学年会議

等で、この資料を参考にしながら児童生徒の様子を分析することで、実施する授業プラン

の選択や、今後の取組内容の検討等が行えます。また、取組の事後に再度「CoCoLo-34」

を実施すれば、取組の評価や再検討に活用することもできます。 
 
１ 「結果シート①」について 

 (1)「全体の様子」 

   11 の資質・能力がどの程度身についているかを、基準値を 0としたレーダーチャー

トで示しています。 

・11角形の大きさ…大きいほどよく身についている 

・11角形の形………正 11 角形に近いほどバランスがよい 

 (2)「分布の様子」 

   11 の資質・能力それぞれについて、児童生徒一人一人の回答を「低い」「やや低い」

「標準」「やや高い」「高い」の５段階で評定し、評定ごとの人数を棒グラフで示して

います。カテゴリ別においても同様に表示しています。 

   ・「低い」と判定された人数が多い資質・能力に対しては、集団及び個別に向けた取

組の内容等、その対応の在り方について十分な協議を行ってください 

   ・児童生徒一人一人の結果は「（参考）個人別評定」のシートで確認できます 

 (3)「強みとして伸ばしたい資質・能力」「課題となる資質・能力」 

「全体の様子」において得点の高かった、または低かったカテゴリ１つと資質・能

力２つを表示しています。また、「分布の様子」において「高い」または「低い」と判

定された児童生徒の多い資質・能力を２つ表示しています。 
・「全体の様子」は全体の平均的な傾向、「分布の様子」はその人数分布が示されて

いるので、結果が一致するとは限りません 
・教員が日ごろの観察から感じている様子と、この結果を合わせて考察することで、

より適切な分析が行えます 
 (4)「参考となる授業プラン」 

「課題となる資質・能力」で示された資質・能力の向上が期待できる授業プランを

表示しています。パソコンの画面上では、表示されている授業プラン名をクリックす

ると、それぞれの授業案の PDF ファイルが表示され、印刷することができます。 

・授業プランの実施だけでなく、児童生徒会活動や様々な行事等と関連付けた組織

的な取組を行うことで、より効果が期待できます 

・「いじめ未然防止プログラム」の中の「特別活動プラン」に、授業プランを柱とし

た組織的な取組の例を紹介していますので活用してください 

 

２ 「結果シート②」について 

 各質問項目における回答ごとの人数を、男女別に示しています。「いじめに関連する項目」

は 11の資質・能力に関するものではなく、いじめの「加害」「被害」「個人の傍観」「集団

の傍観」の行動に関する項目です。いじめ関連行動の実態把握等に活用できます。 

結果シートについて 
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CoCoLo-34

アンケート調査
ち ょ う さ

へのご協力
きょうりょく

のお願
ねが

い

　　                 このアンケート調査
ちょうさ

は、みなさんの学校
がっこう

生活
せいかつ

に関
かん

する調査
ちょうさ

です。

　　                 この調査
ちょうさ

は、学校
がっこう

の成績
せいせき

とは全
まった

く関係
かんけい

ありません。また、それぞれの

　 　                質問
しつもん

には、正
ただ

しい答
こた

えや間違
ま ちが

った答
こた

えというものはありません。

　　                 ですから、現在
げんざい

のあなたのことを正直
しょうじき

に答
こた

えてください。

　　                 この調査
ちょうさ

への回答
かいとう

は強制的
きょうせいてき

なものではありません。答
こた

えたくない時
とき

には

　 　                途中
とちゅう

でやめてもかまいません。

　　                 プライベートなことなので他
ほか

の人
ひと

のアンケートを見
み

てはいけません。

　　                 回答
かいとう

後
ご

に記入
きにゅう

漏
も

れがないか必
かなら

ず確認
かくにん

をしてください。

 

              はじめに記入
き に ゅ う

してください。

　　　　　　　　　　　   年
ねん

生
せい

　　　　　　　組
くみ

  　　　   性別
せいべつ

  ：　男
おとこ

　・　女
おんな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （どちらかに○）
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全
然

当
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

当
て
は
ま
ら
な
い

だ
い
た
い

当
て
は
ま
る

す
ご
く

当
て
は
ま
る

1 いやなことがあったときには、それを繰
く

り返
かえ

さないよう工夫
く ふ う

をしている 0 1 2 3

2 ちょっとしたことで、怒
おこ

ったりすねたりしない 0 1 2 3

3 今
いま

の自分
じ ぶ ん

にだいたい満足
まんぞく

している 0 1 2 3

4 友
とも

だちが悪
わる

いことをしようとしているときには止
と

めようとする 0 1 2 3

5 困
こま

っている人
ひと

がいたら、助
たす

けている 0 1 2 3

6 相手
あ い て

に迷惑
めいわく

をかけたときには、素直
す な お

に謝
あやま

る 0 1 2 3

7 友
とも

だちのいやがることをしたり言
い

ったりする 0 1 2 3

8
友
とも

だちから何
なに

かを頼
たの

まれたり、誘
さそ

われたりすると、断
ことわ

りたくてもうまく

断
ことわ

れない
0 1 2 3

9 ひとりで解決
かいけつ

できないときは、誰
だれ

かに相談
そうだん

する 0 1 2 3

10 いやなことがあったときには、何
なに

が原因
げんいん

かを考
かんが

えるようにしている 0 1 2 3

11 人
ひと

から注意
ちゅうい

や批判
ひ は ん

をされたとき、怒
おこ

ったりすねたりしない 0 1 2 3

12 自分
じ ぶ ん

には良
よ

いところが、いくつかある 0 1 2 3

13 友
とも

だちのしていることを良
よ

くないと思
おも

ったときには、注意
ちゅうい

する 0 1 2 3

14 友
とも

だちにいやなことをされたり言
い

われたりする 0 1 2 3

15 ひとりぼっちの子
こ

がいたら、声
こえ

をかけている 0 1 2 3

16 自分
じ ぶ ん

が間違
ま ち が

っていたときには、素直
す な お

に認
みと

める 0 1 2 3

17 いやなことをされても相手
あ い て

に「やめて」と言
い

えない 0 1 2 3

18 つらいことや困
こま

ったことがあったときには、誰
だれ

かに助
たす

けてもらう 0 1 2 3

【Q1】下
し た

の１番
ばん

から2７番
ばん

の内容
な い よ う

は、普段
ふ だ ん

のあなたにどれくらい当
あ

てはまりま

           すか。｢全然
ぜんぜん

当
あ

てはまらない｣ものを０、｢すごく当
あ

てはまるもの｣を３と

           して、一番
い ち ば ん

近
ち か

いと思
お も

う数字
す う じ

に○を書
か

いてください。
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19 いやなことがあったときには、どうすれば良
よ

いか考
かんが

えるようにしている 0 1 2 3

20 友
とも

だちからいやなことを言
い

われたとき、すぐにカッとなったりしない 0 1 2 3

21 いじめがあるとわかっていても関
かか

わらない 0 1 2 3

22 自分
じ ぶ ん

には人
ひと

にじまんできることが、いくつかある 0 1 2 3

23 人
ひと

に対
たい

する暴力
ぼうりょく

や暴言
ぼうげん

を見
み

たとき、やめさせようとする 0 1 2 3

24 落
お

ち込
こ

んでいる人
ひと

がいたら、励
はげ

ましている 0 1 2 3

25 人
ひと

に助
たす

けてもらったとき、素直
す な お

に「ありがとう」と言
い

う 0 1 2 3

26
自分
じ ぶ ん

の考
かんが

えが相手
あ い て

と違
ちが

っているかも知
し

れないときには、自分
じ ぶ ん

の考
かんが

えを言
い

えない
0 1 2 3

27 どうすればいいか迷
まよ

ったとき、誰
だれ

かに相談
そうだん

する 0 1 2 3

全
然

当
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

当
て
は
ま
ら
な
い

だ
い
た
い

当
て
は
ま
る

す
ご
く

当
て
は
ま
る

1 私
わたし

のクラスはみんな仲
なか

がいい 0 1 2 3

2 私
わたし

のクラスは、学級
がっきゅう

や班
はん

での活動
かつどう

にみんな協力
きょうりょく

している 0 1 2 3

3 私
わたし

のクラスは、決
き

められたことを守
まも

っている 0 1 2 3

4 私
わたし

のクラスは、とても居心地
い ご こ ち

がよい 0 1 2 3

5 私
わたし

のクラスは、お互
たが

いに注意
ちゅうい

しあえる 0 1 2 3

6 私
わたし

のクラスは、授業中
じゅぎょうちゅう

と休
やす

み時間
じ か ん

のけじめがある 0 1 2 3

7 私
わたし

のクラスは、いじめがあれば知
し

らんぷりをしない 0 1 2 3

【Q2】下
し た

の１番
ばん

から７番
ばん

の内容
な い よ う

は、普段
ふ だ ん

のあなたクラスのようすにどれくらい

           当
あ

てはまると思
お も

いますか。｢全然
ぜんぜん

当
あ

てはまらない｣ものを０、｢すごく当
あ

て

           はまるもの｣を３として、一番
い ち ば ん

近
ち か

いと思
お も

う数字
す う じ

に○を書
か

いてください。

　 　アンケートはこれで終
お

わりです。記入
きにゅう

もれがないか、

　 　確
たし

かめてくださいね。
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　　　ご協力
きょうりょく

ありがとうございました。
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「いじめ未然防止プログラム」の活用に生かせるアンケート

2年生

（カテゴリ） （資質・能力）

ストレスマネ
ジメント能力

セルフコント
ロール能力

自尊感情・自
己効力感

道徳性

思いやり・他
者理解

コミュニケー
ション能力

思いや考えの
表現力

相談・支援を
求める力

仲間づくり・絆づく
りに資する力

自治集団づくりに
資する力

規律性

※「課題となる資質・能力」を対象とした授業プランを示しています

強みとして伸ばしたい資質・能力

「オリジナルボールゲームを発明しよう」

「救える自分になろう」

自治集団づくりに資する力

「マナーブックづくり」

｢全体の様子｣で得点が高い資質・能力を２つ表示しています
自校の強みとして更に伸ばしていきたい特徴と考えられます

分布の様子より 資質・能力別… 思いや考えの表現力 自尊感情・自己効力感
｢分布の様子｣で｢高い｣と判定された児童生徒が多い資質・能力
を２つ表示しています
資質・能力が特に高い児童生徒の傾向と考えられます

参考となる授業プラン

「自分らしさとその人らしさ」

全体の様子

分布の様子

全体の様子より

自ら他者に相談や支援を求められる
力

学
級
集
団
の

力

他
者
と
関
わ

る
力

集団生活を乱さない行動力

全体の様子より

カテゴリ別　 … 他者と関わる力
｢全体の様子｣で得点が最も高いカテゴリを１つ表示しています
自校の強みとして更に伸ばしていきたい特徴と考えられます

資質・能力別… 思いや考えの表現力 相談・支援を求める力

（内容）

資質・能力別…

学級集団の力

規律性

自治集団づくりに資する力

課題となる資質・能力

自尊感情・自己効力感分布の様子より 資質・能力別…

自尊感情・自己効力感

「私は私が好きです。なぜなら…」

「私ってどんな人?」

「役割交換てがみ」

｢分布の様子｣で｢低い｣と判定された児童生徒が多い資質・能力
を２つ表示しています
資質・能力が特に低い児童生徒の課題の傾向と考えられます

カテゴリ別　 …

規律性

規律性

｢全体の様子｣で得点が最も低いカテゴリを１つ表示しています
基準値と比較したときの自校の課題と考えられます

｢全体の様子｣で得点が低い資質・能力を２つ表示しています
自校の課題として積極的に育んでいきたい資質・能力だと考え
られます

「CoCoLo-34」結果シート① ひょうご市立こころ中学校

実施日 ： 2016年4月15日

心通い合う集団を主体的に目指せ
る力

児童生徒同士で良い集団となろうと
する力

自分の思いや考えを、うまく表現で
きる力

人間関係を良好に保とうとすることが
できる能力

他
者
へ
の

意
識

要
と
な
る
力 自分の存在価値を認識し、自分に

自信が持てる感覚

自分のストレスとうまくつきあってい
ける能力

自分の感情の高まりやそれによる行
動を自己制御できる能力

他者への気遣いや優しさを持って行
動する力

道徳的価値感に基づいた実践力

7

14
20

8
11

15
5
7

18
17
20

34

29
19

31
34

37
15

38
36

52
49

31

27
32

23
28

18
47

21
24

14
14

13

15
12

23
11
18

13
22

10
4
4

3

3
5
3
4

0
8

0
0
1
1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

資質・能力別 評定人数
低い やや低い 標準 やや高い 高い

自尊感情・

自己効力感

道徳性

思いやり・

他者理解

コミュニケーション

能力

思いや考えの

表現力

相談・支援を

求める力

自尊感情・

自己効力感

道徳性

思いやり・

他者理解

コミュニケーション

能力

思いや考えの

表現力

相談・支援を

求める力

ストレスマネジメント

能力

セルフコントロール

能力

自尊感情・

自己効力感

道徳性

思いやり・

他者理解

コミュニケーション

能力

思いや考えの

表現力

相談・支援を

求める力

仲間づくり・絆づくりに

資する力
自治集団つくりに

資する力

規律性

※グラフ内の数値は人数

14

11

9

30

33

32

31

40

29

30

30

14

10

11

15

3

2

4

3

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

カテゴリ別 評定人数
低い やや低い 標準 やや高い 高い

要となる力

他者への意識

他者と関わる力

学級集団の力

※グラフ内の数値は人数

カテゴリと資質・能力について

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

基準値と学校平均値との比較
基準値

自 校

ストレスマネジメント能力

セルフコントロール

能力

自尊感情・

自己効力感

道徳性

思いやり・他者理解

コミュニケーション能力思いや考えの表現力

相談・支援を

求める力

仲間づくり・絆づくりに

資する力

自治集団づくりに

資する力

規律性
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「いじめ未然防止プログラム」の活用に生かせるアンケート

2年生　1組

A
B

（カテゴリ） （資質・能力）

ストレスマネ
ジメント能力

セルフコント
ロール能力

自尊感情・自
己効力感

道徳性

思いやり・他
者理解

コミュニケー
ション能力

思いや考えの
表現力

相談・支援を
求める力

仲間づくり・絆づく
りに資する力

自治集団づくりに
資する力

規律性

（平均値の高い方が網掛け）

Aの平均値 Bの平均値 差（B-A）

ストレス
マネジメント能力 1.61 1.71 0.10

セルフコントロー
ル能力 1.55 1.67 0.12

自尊感情・
自己効力感 1.17 1.05 -0.12

道徳性 1.33 1.30 -0.03

思いやり・
他者理解 1.54 1.71 0.17

コミュニケーション
能力 2.02 2.29 0.27

思いや考えの
表現力 1.75 1.79 0.04

相談・支援を
求める力 1.56 1.73 0.17

仲間づくり・絆づく
りに資する力 1.43 1.55 0.12

自治集団づくりに
資する力 1.28 1.17 -0.11

規律性 0.79 0.74 -0.05

要の力 1.44 1.48 0.04

他者への意識 1.44 1.51 0.07

他者と関わる力 1.78 1.94 0.16

学級集団の力 1.17 1.15 -0.02

分布の様子

自ら他者に相談や支援を求められる力

学
級
集
団
の

力

他
者
と
関
わ

る
力

集団生活を乱さない行動力

「CoCoLo-34」結果比較シート 研修市立こころ中学校

作成日 ： 2021年12月25日

心通い合う集団を主体的に目指せる力

児童生徒同士で良い集団となろうとする
力

自分の思いや考えを、うまく表現できる
力

人間関係を良好に保とうとすることがで
きる能力

他
者
へ
の

意
識

要
と
な
る
力 自分の存在価値を認識し、自分に自信

が持てる感覚

自分のストレスとうまくつきあっていける
能力

自分の感情の高まりやそれによる行動を
自己制御できる能力

他者への気遣いや優しさを持って行動
する力

道徳的価値感に基づいた実践力

全体の様子 （内容）

４月

１１月

※平均値の欄は質問１項目あたりの平均得点（３点満点）を示しています。

要となる
力

他者への
意識

他者と
関わる力

学級集団
の力

カテゴリ
別

資質・能力

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

基準値と学校平均値Ａ・Ｂとの比較
基準値

データＡ

データＢ

ストレスマネジメント能力

セルフコントロール

能力

自尊感情・

自己効力感

道徳性

思いやり・他者理解

コミュニケーション能力思いや考えの表現力

相談・支援を

求める力

仲間づくり・絆づくりに

資する力

自治集団づくりに

資する力

規律性

カテゴリと資質・能力について

14

3

33

7

29

9

10

1

2

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A

B

カテゴリ別 評定別人数の比較

低い やや低い 標準 やや高い 高い

7

1

34

10

31

5

13

4

3

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A

B

資質・能力別 評定人数の比較

低い やや低い 標準 やや高い 高い

ストレス

マネジメント

能力

14

3

29

7

27

5

15

5

3

1

A

B

セルフ

コントロール

能力

20

5

19

7

32

6

12

3

5

0

A

B

自尊感情・

自己効力感

8

1

31

9

23

6

23

4

3

1

A

B
道徳

性

11

1

34

9

28

7

11

3

4

1

A

B
思いやり・

他者理解

15

1

37

8

18

5

8

3

10

4

A

B

コミュニ

ケーショ

ン能力

5

1

15

4

47

11

13

1

8

4

A

B

思いや

考えの

表現力

7

1

38

5

21

9

14

6

8

0

A

B

相談・

支援を

求める

力

18

2

36

13

24

4

7

1

3

1

A

B

仲間づく

り・絆づくり

に

資する力

17

5

52

14

14

2

4

0

1

0

A

B

自治集団

つくりに

資する力

20

3

49

16

14

1

4

1

1

0

A

B
規律性

要と

なる力

11

0

32

9

30

9

11

3

4

0

A

B

他者

への

意識

9

2

31

3

30

9

15

6

3

1

A

B

他者と

関わる

力

30

6

40

13

14

2

3

0

1

0

A

B

学級

集団

の

力
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